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校

本

『
新
和
歌
集
』

（上）

こ
の
校
本
は
、
神
宮
文
庫
蔵
特
別
本
を
底
本
と
し
、
解
題
に
示
し
た
他

の
七
本
を
校
合
本
と
し
て
、
そ
の
本
文
の
異
同
を
上
欄
に
掲
出
し
た
も
の

で
あ
る
。

凡

例

一
、
底
本
の
翻
刻
に
際
し
て
は
原
写
本
の
再
現
を
心
が
け
、
以
下
の
点
を

除
き
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

（1
）
旧
字
・
異
体
字
等
は
、
通
現
行
字
体
に
改
め
る
こ
と
を
原
則
と

し
た
。

（2
）
詞
書
に
関
し
て
は
、
底
本
の
形
式
に
止
ら
ず
、
私
に
改
行
を
行

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
読
点
を
最
少
限
に
施
し
、
便
宜
を

は
か
っ
た
。

（3
）
明
ら
か
に
誤
字
・
誤
脱
等
と
確
認
さ
れ
る
当
該
箇
所
に
つ
い
て

は
、
右
に
（
マ
マ
）
を
傍
－
記
し
た
。
空
格
に
つ
い
て
は
、
推
定
さ
れ

る
字
数
を
門

U
を
用
い
て
補
っ
た
。

（4
）
丁
数
は
漠
数
字
を
以
て
一
不
し
、
各
葉
の
表
裏
は
」
を
以
て
区
別

林

彦

し
た
。
そ
の
際
、
裏
に
は
「
ウ
」
を
付
し
た
。

（5
）
和
歌
歌
頭
に
は
、
便
宜
上
連
番
を
付
し
た
。
ま
た
、
校
異
の
当

該
箇
所
を
明
示
す
る
た
め
に
、
右
傍
に
＊
を
付
し
た
。

一
、
校
具
の
掲
出
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
方
針
に
従
っ
た
。

（1
）
仮
名
遣
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
全
て
こ
れ
を
掲
出
し
、
漢
字
訓

は
歴
史
的
仮
名
遣
に
従
う
こ
と
と
し
た
。
（
例
、
「
狛
」
日
「
な
ほ
L

は
異
文
と
認
め
ず
、
「
な
お
」
「
な
を
L

の
場
合
の
み
掲
出
）

（2
）
彰
考
館
本
は
そ
の
奥
書
（
解
題
参
照
）
に
記
す
る
如
く
、
同
本
に

見
ら
れ
る
朱
筆
校
合
に
つ
い
て
は
、
全
て
掲
出
し
た
。
も
と
よ

り
、
同
本
の
朱
筆
校
異
に
よ
り
、
当
時
の
伝
存
対
校
本
の
胤
態
を

予
想
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
或
は
そ
の
安
を
多
少
な
り

と
も
窺
知
し
得
る
紋
と
な
れ
ば
、
と
思
う
放
を
以
て
で
あ
る
。

（
3
）
底
本
並
に
校
合
本
の
本
文
本
行
の
呉
同
如
何
に
よ
ら
ず
、
両
本

間
に
表
示
さ
れ
た
イ
本
・
校
記
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
掲
出
し
た
。

（4
）
漢
字
・
仮
名
、
送
り
仮
名
、
格
助
詞
の
「
の
L

、
「
む
」
・
「
ん
」

等
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
略
し
た
ο
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（5
）
見
消
ち
・
補
入
記
号
等
に
つ
い
て
は
、
問
題
提
起
が
予
想
さ
れ

る
箇
所
（
彰
考
館
本
の
朱
筆
に
よ
る
も
の
等
）
を
除
き
、
他
は
省
略

し
た
。
ま
た
、
踊
り
字
の
異
同
は
こ
れ
を
略
し
た
。

（6
）
校
訂
者
に
よ
る
注
意
書
き
を
つ
輸
」
字
朱
〕
の
如
く
、
〔
〕
を

以
て
記
し
た
。

（7
）
同
一
異
文
が
複
数
諸
本
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
場
合
、
掲
山
本

文
は
初
出
の
対
校
本
文
に
従
っ
た
。

解

題

底
本
と
校
合
諸
本
（
略
称
）
の
注
目
誌
を
、
以
下
に
簡
略
に
示
す
っ

〈
底
本
〉

（
1
）
神
宮
文
底
蔵
特
別
本
（
二
一

l
七
四
六
特
）

〔
江
戸
中
期
〕
写
。
薄
様
袋
綴
一
冊
。
表
紙
、
蒲
色
艶
出
無
地
、
縦
二

七
・

O
×
横
一
九
・
三
糎
。
左
一
日
白
紙
金
泥
草
花
模
様
題
策
「
新
和

耳
集
L

。
内
題
寸
新
和
詩
（
歌
・
苛
）
集
巻
第
二

t
十）
L

。
墨
付
七

六
丁
（
う
ち
「
新
和
歌
集
目
録
し
五
丁
）
、
遊
紙
前
一
丁
。
毎
半
葉
一
五

行
（
目
録
同
一
三
行
）
、
和
歌
一
首
一
行
。
宇
高
約
二

0
・
七
糎
、
詞
帝
一
一
日

ニ
字
下
げ
。
全
一

O
巻
、
歌
数
八
七
五
首
。
印
記
寸
林
崎
文
庫
」
二

A

ママ〉

種
。
奥
書
寸
此
宇
津
宮
打
出
新
式
和
寄
集
者
為
氏
卿
／
下
宇
津
宮
掠
之

有
子
細
式
之
字
除
之
」

〈
校
合
本
〉

（2
）
神
宮
文
庫
蔵
本
（
神
）
（
一
ニ
l
I
七
四
七
）

〔
江
戸
中
期
〕
写
。
薄
様
袋
綴
一
冊
。
表
紙
、
小
豆
色
市
繋
地
松
竹
栴
丸

紋
空
押
、
縦
二
八
・
六
×
横
二

0
・
五
糎
。
中
央
白
紙
片
子
持
枠
題
策

「
新
式
和
詩
集
」
（
「
式
」
宇
上
朱
ニ
テ

O
印
）
。
内
題
「
新
O
和
詞
（
歌
・

寄
）
集
巻
第
一
（

t
十
）
」
。
墨
付
八
九
丁
（
う
ち
「
新
和
歌
集
目
録
」

五
丁
）
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
毎
半
葉
一
二
行
、
和
歌
一
首
一
行
。
宇

高
約
二
二
・
八
糎
、
詞
書
二
字
下
げ
。
全
一

O
巻
、
歌
数
八
七
五
首
。

印
記
「
林
崎
文
庫
」
他
一
印
。
奥
書
「
此
宇
津
官
打
開
新
式
和
再
集
者

為
氏
卿
下
／
宇
津
官
掠
之
有
子
細
式
之
字
除
之
L

（
3
）
学
習
院
大
学
国
文
学
科
研
究
室
蔵
本
（
学
）
（
三
条
西
一

O
三）

〔
江
戸
中
期
〕
写
。
薄
様
袋
綴
一
冊
。
表
紙
、
藍
色
雲
形
（
裏
打
修
補
を

加
う
）
。
縦
二
七
・
九
×
横
一
九
・
七
糎
。
左
一
周
題
銭
寸
新
式
和
歌
集

十
冊
し
（
別
筆
）
、
右
肩
打
付
書

J
T都
宵
公
綱
蓮
生
法
師
自
制
元
弘

年
中
／
為
家
卿
撰
L

（
別
筆
）
。
内
題
「
新
O
和
詞
（
巧
）
集
巻
第
一
（
t

十）
L

。
墨
付
二
二
丁
（
う
ち
「
新
O
和
歌
集
目
録
」
六
丁
）
。
毎
半
葉

九
行
、
和
歌
一
首
一
行
。
宇
高
約
一
二
・
凶
料
、
詞
書
三
字
下
げ
。
全

一
O
巻
、
政
数
八
七
五
首
。
三
条
西
家
、
実
誌
の
政
書
印
有
。
奥
令
官

「
此
宇
津
宮
打
開
新
式
和
、
苛
集
者
藤
以
為
氏
卿
下
向
宇
津
宮
／
撰
之
有

子
細
式
之
一
宇
除
之
云
々
L

（
4
）
宇
都
宮
二
荒
山
神
社
政
木
（
荒
）
（
1
1
1
1
存
下
）

寛
文
一
二
年
写
。
薄
様
袋
綴
一
冊
。
去
紙
、
香
色
艶
出
無
地
、
縦
二

六
・
七
×
横
一
七
・
七
糎
。
左
肩
緑
色
地
草
花
模
仲
間
題
祭
「
新
式
和
歌

集
完
宇
津
宮
打
開
’
」
。
内
題
「
新
O
和
歌
（
詩
・
可
）
集
巻
第
一
（

t
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十
）
」
。
墨
付
一

O
九
丁
（
う
ち
「
新
O
和
歌
集
日
録
」
六
了
）
、
遊
紙
前

一
丁
。
毎
半
来
一

O
行
、
和
歌
一
首
一
行
。
宇
高
約
一
二
・
一
料
、
詞

圭
月
間
半
下
、
げ
。
全
一

O
巻
、
歌
数
八
七
五
首
。
印
記
「
正
凶
L

「望甲山

百
里
L

寸
耽
社
内
堂
、
奥
引
っ
此
千
注
目
打
出
新
式
和
可
集
者
藤
原
為
氏

卿
下
向
宇
津
川
品
問
之
／
有
子
細
式
之
一
宇
除
之
ご
し
っ
一
十
時
寛
文
十
二

壬
子
春
三
月
仕
官
之
暇
日
戊
午
豆
半
国
／
年
校
共
県
／
右
耽
書
立
望
一
一
白

里
蔵
令
官
」

（5
）
彰
考
館
文
庫
版
本
（
杉
）
（
じ
凶

o
g
3
・。。∞吋∞）

元
禄
七
年
写
。
薄
様
袋
綴
二
冊
。
表
紙
、
肌
色
布

H
、
縦
二
九
・
九
×

横
二

0
・
八
担
Q

上
冊
・
題
議
制
格
後
、
左
一
周
打
付
書
「
新
和
歌
集
上

副
」
、
下
冊
・
左
肩
FH紙
題
策
「
新
和
歌
集
下
」
。
内
題
同
（
巻
第
一
l

十
）
。
墨
付
、
上
冊
六
五
丁
、
下
冊
五
七
丁
（
う
ち
「
新
和
歌
集
日
録
L

七
丁
）
。
毎
半
葉
九
行
、
和
歌
一
首
一
行
。
宇
高
約
二

7
0畑
、
詞
内

二
字
下
げ
。
全
一

O
巻
、
歌
数
八
七
問
首
（
九
二
番
歌
脱
）
。
奥
書
「
此

新
和
歌
集
上
下
二
保
家
為
氏
卿
民
翰
無
疑
者
也
／
常
家
依
子
細
有
之
加

思
筆
坐
／
寛
文
五
初
春
冷
泉
左
中
将
為
泣
（
花
押
似
書
）
」
寸
右
新
和

歌
集
上
下
二
冊
以
為
氏
卿
民
跡
為
市
奥
＃
／
之
本
令
書
応
奥
書
透
潟
詑

共
後
又
件
一
本
相
違
之
／
所
以
来
書
付
早
川
淵
一
山
地
…
建
詑
／
／
天
和
二
年

三
月
日
宗
永
」
別
主
貼
紙
「
布
新
判
収
集
武
同
一
川
禄
七
甲
戊
仲
冬
以

板
垣
宗
培
所
停
／
借
出
村
右
京
大
夫
建
顕
所
川
崎
本
お
お
付
／
彰
芳
出
品
し

（6
）
天
理
凶
書
館
蔵
本
（
天
）
（
ヨ
ア
立
へ
包
）

〔
江
戸
中
期
〕
手
。
鳥
の
子
、
絞
葉
装
一
一
帖
。
表
紙
、
藍
色
地
菊
来
余
繍

古
裂
、
縦
一
二
・
二
×
横
一
同
・
八
糎
。
見
返
し
、
金
切
箔
散
ら
し
。

左
一
回
打
H
S
斐
紙
金
泥
雲
形
題
位
以
「
新
和
話
集
自
一
到
十
」
。
内
題
「
新
和

話
集
巻
第
二

t
十）
L

。
折
数
一
一
九
折
、
各
折
九
枚
内
外
。
忠
一
付
丁
数

一二

O
丁
、
進
紙
前
後
件
一
丁
の
他
、
中
一
八
丁
。
ト
時
半
莱
八
行
、
和

取
一
首
二
行
。
字
而
約
一
同
・
五
糎
、
剖
世
一
日
二
字
下
げ
。
九
千
二

O
巻、

歌
故
八
六

O
首
。
巻
二
一
・
秋
、
一
七
一
・
歌

t
一
八
i
・
歌
ま
で
の
一

五
首
欠
（
本
文
料
紙
の
切
取
に
よ
る
脱
落
）
。
印
記
「
丘
木
氏
蔵
書
印
」

「
牧
氏
蔵
書
之
記
」
他
一
印
。
奥
合
一
日
ナ
シ
。

（7
）
群
書
類
従
本
（
群
）

昨
書
類
従
の
和
歌
部
八
、
本
］
一
五
三
上
・
下
（
二
冊
）
に
収
め
ら
れ
て
い

る
整
版
本
。
内
題
「
新
相
歌
集
巻
第
二

t
十
）
」
。
全
一

O
巻
、
歌

数
八
七
五
首
。
下
冊
に
つ
新
和
歌
集

H
録
」
併
収
。
奥
書
「
此
宇
津
宮

打
開
新
式
和
司
集
者
為
氏
卿
下
向
宇
都
宮
／
撰
之
有
子
細
式
之
一
｛
子
除

之
云
々
」
（
本
稿
で
は
慶
応
大
学
凶
書
館
蔵
本
を
使
用
し
た
）

（8
）
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
消
心
女
子
大
学
附
属
凶
書
館
黒
川
文
庫
蔵
本
（
清
）

（
ロ
コ
？
一
！
｜
一
）
黒
川
本

〔
江
戸
末
期
〕
写
。
持
～
橋
一
父
漉
紙
袋
綴
一
冊
。
表
紙
、
素
色
布

H
、
縦
二

五
・
五
×
間
一
八
・
三
糎
。
左
肩
打
付
M

一
一
日
「
後
十
県
和
歌
集
バ
他
六
叩
惜
し
（
朱
、

別
筆
）
と
あ
る
如
く
、
女
流
歌
人
の
歌
ば
か
り
を
抄
川
・
集
成
し
た
七
種

の
作
品
よ
り
成
る
。
内
題
「
新
和
歌
集
」
。
思
付
全
五
六
下
の
内
、
「
新

和
歌
集
」
四
了
。
毎
半
渠
二
一
行
、
和
歌
一
首
一
行
。
宇
高
約
二

0
・

一
九
糎
、
前
書
三
字
下
げ
。
全
歌
数
一
四
二
首
。
奥
書
寸
此
宇
都
宮
打
開
新

（ママ）

式
和
歌
集
者
藤
原
為
氏
郷
下
向
宇
都
宮
／
撰
之
有
子
細
式
之
一
宇
除
之

云
ご
印
記
「
黒
川
真
前
蔵
書
」
「
黒
川
真
道
政
書
L

「
月
の
屋
し
の
三
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印
よ
り
、
「
横
山
由
治
寓
本
し
と
い
う
股
上
部
打
付
書
は
信
頼
す
る
に

足
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

上
述
の
如
く
、
氏
本
は
「
新
和
歌
集
」
、
及
び
巻
末
の
「
新
和
歌
集
目

録
」
よ
り
成
る
。
ま
た
校
合
本
の
中
に
も
同
慌
の
組
成
を
と
る
も
の
が
多

い
。
然
し
な
が
ら
、
同
目
録
は
歌
集
の
成
立
時
に
編
ま
れ
た
も
の
か
疑
わ

し
く
、
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
猶
今
後
の
研
究
課
題
と
し
、
後
日
を
期

す
べ
き
性
格
の
も
の
と
考
え
る
。
従
っ
て
つ
新
和
歌
集

H
録
」
に
つ
い
て

は
今
回
そ
の
対
象
外
と
し
、
「
新
和
歌
集
し
そ
の
も
の
の
校
本
を
作
成
す

る
こ
と
を
第
一
義
と
し
た
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
昭
和
六
十
年
度
修
士
論
文
・
資
料
師
、
校
本
「
新

円

u
bヘ

ギ

f
司
，
吋

集
」
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
資
料
一
耐
の
み
な
ら
ず
、

修
士
論
文
・
本
文
編
を
叙
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
左
の
御
論
考
並
に
御

本
よ
り
多
大
な
る
学
思
を
賜
っ
た
。

・
長
崎
他
氏
「
新
和
歌
集
の
諸
本
に
つ
い
て
」
（
可
中
央
大
学
文
学
部

紀
要
』
昭
特
・
3
）

・
石
川
速
夫
氏
守
新
式
和
歌
集
』
（
二
荒
山
神
社
刊
、
昭
日
・
叩
）

長
崎
・
石
川
両
先
生
に
、
深
く
感
謝
し
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
此
の

い
段
、
活
字
に
す
る
に
あ
た
り
、
平
津
五
郎
先
生
よ
り
種
々
貴
主
な
御
教

一
市
を
戴
き
、
修
訂
を
施
す
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

最
後
に
、
貴
重
な
御
所
蔵
本
の
底
本
使
用
を
御
許
可
下
さ
れ
た
神
宮

文
店
を
は
じ
め
、
諸
本
の
調
査
・
閲
覧
に
際
し
、
収
蔵
各
文
庫
・
図
書

館
・
機
関
・
及
び
職
員
の
皆
様
よ
り
賜
っ
た
御
原
誼
に
対
し
、
東
心
よ

り
深
謝
し
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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一
＊
あ
ら
ぬ
ー
や
ら
ぬ
（
学
）
、
あ
え
ぬ
（
彰
）
、
あ
へ
ぬ
（
群
）

一
本
た
か
ま
と
l
た
か
さ
こ
（
天
）
、
＊
お
の
へ
ー
を
の
へ
（
神

天
群
）

四
＊
ゐ
し
l
い
し
（
神
天

五
＊
司
中
に
｜
耳
に
（
彰
天
群
）

群）

六
本
き
え
ぬ
ー
さ
へ
ぬ
（
天
）

七
＊
中
納
言
ー
ー
中
納
言
定
ん
氷
山
川
（
学
荒
群
）
、

れ
イつに
（
学
）
、
ま
れ
に
（
彰
天
群
）
、

雪
鍬

の
（
学
荒
群
）
、
し
ら
雲
の
（
彰
）

八
＊
き
え
ぬ
｜
き
へ
ぬ
（
天
）

九
＊
大
納
言
i
s
大
納
言
為
家
卿
（
学
荒
群
）

小山子町一山一補〕（彰）

＊
時
制
i
時
明
（
神
学
荒

＊
ま
つ
に
l
ま

＊
し
p
門
前
十
一
式
の

l
白
雪

＊
《
歌

γ
i〔
行
間

新
和
詩
集
巻
第

春
司

一

立
春
の
こ
〉
ろ
を

中

い
つ
し
か
と
霞
も
あ
ら
ぬ
山
の
端
の
あ
さ
日
よ
り
こ
そ
春
は
見
え
け
れ間拡

品
川
小

た
ち
か
は
る
春
の
け
し
き
も
あ
ら
は
れ
て
峯
の
あ
さ
ひ
の
影
そ
の
と
け
き

・

ネ

＊

梓
弓
は
る
き
に
け
ら
し
た
か
ま
と
の
お
の
へ
の
み
や
に
霞
た
な
ひ
く

巨玉ヨ

＊
 

こ
ほ
り
ゐ
し
谷
の
を
か
は
の
忘
水
い
は
ま
を
と
め
て
春
は
き
に
け
り

＊
 

右
大
弁
光
俊
朝
臣
鶴
岳
社
に
て
諒
し
侍
け
る
十
首
司
中
に
藤
原

煙
た
つ
む
ろ
の
や
し
ま
の
ち
か
け
れ
は
わ
か
す
む
か
た
や
白
そ
む
ら
ん

た

い

し

ら

す

窓

生

＊
 

雪
き
え
ぬ
た
か
ね
も
春
の
色
な
か
ら
ふ
も
と
ば
か
り
に
た
っ
霞
哉

J

ネ

ヤ

都

宮

神

宮

寺

障

子

市

京

加

入

道

中

納

一

一

一

は

＊

ヰ

か
す
め
と
も
ま
つ
に
や
は
み
る
し
ら
乏
の
は
る
も
ふ
り
し
く
み
よ
し
の
》
山

百

首

司

読

侍

け

る

中

に

、

雪

巾

詐

来

聴

以

泰

綱

ψ
小

白
雪
の
き
え
ぬ
野
山
を
ふ
み
分
て
け
ふ
そ
わ
か
な
を
つ
み
は
し
め
け
る

＊
 

蓮

生

法

師

八

十

穴

一

例

風

司

冷

h
，
古
川
大
納
言

春
の
く
る
け
λ
の
わ
か
な
も
せ
り
川
の
ち
ょ
の
ふ
る
み
ち
恥
ー
を
つ
み
つ
〉

館

に

て

百

五

十

番

有

介

し

侍

け

ろ

に

肱

以

互ヨLイゴノーL
＊ 
ブし

連
生

法
!5iji 

三社~
j珂

生

法
師

‘
宇

仇
引
d

～Hz
J山

、V
1
二
l

，
法
師

時＊
｝；リj

r:t~ 
n~t 

_p_ 
),t_ 

制

- 26ー
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。
＊
予
調
書
・
作
者
名
》

i
〔
行
間
小
字
墨
補
〕
（
彰
）

点》

l
ナ
シ
（
天
）

＊《
A
口

一
ネ
ま
う
て
〉
｜
も
う
て
》
（
神
学
荒
詳
）

シ
（
天
群
）

＊《
O
印
》
｜
ナ

一
回
＊
き
え
て
l
き
へ
て
（
天
）
、
＊
こ
そ
の
｜
上
そ
の
（
神
）

六
＊
に
ほ
ふ
ー
に
ほ
は
（
天
）

一
甘
＊
折
l
お
り
（
学
荒
彰
天
）

一
九
＊
内
大
臣
家
に
l
内
大
臣
に
（
群
）
、
＊
司
中
に
1

再
中
（
彰

天
）
、
＊
梅
か
え
i
梅
か
へ
（
天
）

-* Cコ
＊
 
さ
と
人
の
衣
子
さ
む
み
わ
か
な
つ
む
あ
し
た
の
は
ら
に
吉
は
ふ
り
つ
〉託
定

巻
向
の
山
は
か
す
み
て
み
ゆ
き
ふ
る
小
松
か
原
に
錯
そ
な
く

＊
 

春
は
い
つ
し
か
ま
う
て
〉
山
旦
の
す
ま
ゐ
み
ん
と
中
た
る
人
の
も
と

へ

＊
 

一一一

O
春
、
き
で
も
あ
と
な
き
に
は
の
苔
の
上
に
心
と
き
ゆ
る
雪
を
み
る
哉

題

不

知

涼

か
さ
く
ら
す
け
し
さ
は
お
な
し
空
な
か
ら
お
め
に
成
ゆ
く
春
の
お
は
雪有
尊

＊

＊

 

か
さ
く
ら
し
ふ
る
と
は
す
れ
と
か
っ
き
え
て
浅
は
こ
そ
の
吉
に
そ
有
け
る

藤

原

時

明

よ

ま

せ

侍

け

る

一

九

十

首

司

中

に

限

ば

梅
花
さ
か
ぬ
か
き
り
は
う
く
ひ
す
の
な
き
て
の
は
る
も
あ
ら
し
と
そ
思

＊
 

雪
の
う
ち
に
に
ほ
ふ
は
る
へ
の
梅
花
そ
れ
と
も
見
え
す
狛
か
す
み
つ
〉

＊
 

鎌
倉
右
大
臣
家
よ
り
悔
を
折
て
給
と
て

活
な
ら
て
誰
に
か
み
せ
ん
わ
か
宿
の
軒
は
に
〉
ほ
ふ
梅
の
初
は
な

御

返

事

信

生

う
れ
し
さ
も
に
ほ
ひ
も
袖
に
あ
ま
り
け
り
わ
か
た
め
お
れ
る
悔
の
初
は
な

＊

＊

 

衣
笠
内
大
臣
家
に
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
三
百
六
十
L

首
苛
中
に

r長
f
u

H
H
fル

ψAγ 

色
も
か
も
あ
は
れ
と
そ
み
る
十
日
郊
の
み
が
き
か
ほ
に
〉
ほ
ふ
悔
か
え

＊
 

藤
原
時
朝
稲
川
組
世
に
て
十
首
可
講
し
侍
し
に
、
夜
梅
清
一
凪

= 三三一一』AJ 、、士ゴノーL才1」

1
4
」

A
q
「
川
H
r

F
i
h
H
 

連
主

法
州
」
一
ワ

長

五［J;師
)lt 
政
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一
口
＊
侍
し
に
｜
侍
じ
る
に
（
天

一＊
J

初
凪
初
花
（
神
学
荒
彰
天
群
）

会卜
t
J
H

じ

三
一
一
＊
八
十
引

i
八
十
日
山
口
（
群
）
、
土
併
風
司
！
扉
風
司
慈
生
八
十

賀
ハ
正
草
加
一
万
作
ト
為
一
女
集
ニ
ア
リ
（
学
荒
）
、
＊
大
納
言
｜
大

納
言
為
一
公
卿
（
荒
）

二
一
一
一
＊
お
こ
せ
｜
お
ら
せ
（
天
）
、
を
こ
せ
（
群
）
、
＊
折

l
お
る

（
神
学
荒
彰
天
群
）
、
＊
か
を
は
ー
か
ほ
は
（
村
天
）

一
一
七
＊
さ
く
こ
ろ
さ
く
へ
き
こ
九
（
彰
天
群
）
、
？
っ
ち
さ
ら

し
l
う
ち
さ
え
し
（
沖
）
、
う
ら
き
ら
し
（
彰
）
、
＊
狛
ー

な
を
（
群
）

一
一
八
＊
き
え
ぬ
き
へ
ぬ
（
天
）

一
九
＊
あ
さ
ゐ
る
あ
さ
い
る
（
一
六

一
心
＊
《
合
点
｝
｜
ナ
シ
（
天

Cつ

ア
よ
く

市
川
作
山
内

あ
け
は
ま
っ
風
を
し
る
へ
に
た
つ
ね
み
ん
ね
さ
め
に
か
ほ
る
栴
の
初
花

栴

花

薫

風

と

い

ふ

事

を

坂

上

＊
 

と
め
ゆ
か
ん
た
か
す
む
や
と
〉
わ
か
す
と
も
凪
を
し
る
へ
の
栴
の
初
風

＊

＊

＊

 

蓮

生

法

師

八

十

賀

尻

風

可

冷

泉

前

大

納

一

一

一

一

い

さ
さ
に
ほ
ふ
栴
つ
の
川
の
花
さ
か
り
う
つ
る
銃
の
か
け
も
く
も
ら
す

＊
 

人
の
花
を
こ
ひ
に
お
こ
せ
た
り
け
る
に
お
り
て
や
る
と
て
持
背
山
法
師

＊

＊

 

折
袖
に
か
を
は
と
〉
め
て
栴
の
花
色
は
か
り
を
や
人
に
し
ら
れ
ん

河

辺

柳

源

刻

行

青
柳
の
か
け
行
水
の
ふ
か
み
と
り
あ
さ
せ
も
し
ら
ぬ
者
の
川
な
み

タ

倍

大

中

日

能

範

み
か
月
の
お
ほ
ろ
に
み
ゆ
る
か
け
ろ
ふ
の
有
か
な
き
か
に
霞
空
哉

題

不

知

坂

上

い
か
は
か
り
山
の
あ
な
た
も
か
す
む
ら
ん
お
ほ
ろ
に
凡
え
て
山
る
月
か
け

＊
 

花

の

さ

く

こ

ろ

雪

の

ふ

り

侍

け

れ

は

藤

以

＊

＊

 

う
ち
き
ら
し
猶
ふ
る
雪
に
山
桜
え
た
に
こ
も
れ
る
花
の
一
而
影

7
X
1
1
、

11
計

可

一

叶

巾

ー

に

出

版

U

ん

は
つ
春
の
柏
に
さ
え
ぬ
し
ら
雪
は
花
に
さ
き
た
つ
花
か
と
そ
み
る

山

花

蓮

生＊
 

よ
し
の
山
小
笠
に
あ
さ
ゐ
る
し
ら
雲
の
か
さ
な
る
い
ろ
や
柊
な
る
ら
ん

- 28ー
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去
河
i
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円
地
EL淀川河

Cつ

＊
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・
し
ら
雲
の
あ
と
な
き
み
ね
の
霞
よ
り
風
を
た
よ
り
の
花
の
か
そ
す
る



一
三
下
み
な

i
猶
（
神
学
荒
彰
天
）
、
な
か
」
（
群
）
、
ふよ

l
た
へ
／
＼
（
天
）
、
＊
ま
も
な
く
ー
ま
も
な
く
（
学
）

＊
た
え
／
＼

一
＊
け
り
｜
け
る
（
神
）

三
回
＊
朝
野
山
花
1

朝
望
山
花
（
神
学
荒
彰
天
群
）
、

ー
こ
へ
て
（
天
）

＊
こ
h

え
て

を
イ

一
三
（
＊
か
け
ー
か
け
（
学
）
、
か
を
（
彰
天
群
）
、

な
か
ら
ん
（
天
群
）

＊
な
る
ら
ん
｜

ぬ
イ

一
一
一
八
ネ
な
ら
め
な
ら
め
（
学
）
、
＊
か
を
た
に
ー
か
ほ
た
に

（
神
）
、
干
お
く
れ
を
く
れ
（
神
学
荒
彰
天
群
）
、
＊
使

に
た
よ
り
は
（
天
群
）

ぬ

一
一
一
九
＊
成
ぬ
ら
ん

i
成
ら
ん
（
学
）
、
成
ら
ん
（
荒
）

四
口
＊
大
納
言
ー
ー
大
納
言
ゐ
家
卿
（
荒
）
、
1xo

を
し
ほ
の
山
｜
お
し

ほ
の
山
（
天
）

gg 

鶴
岳
社
十
首
奇
に

い
か
は
か
り
人
の
こ
〉
ろ
を
つ
く
す
ら
ん
花
さ
く
こ
ろ
の
み
ね
の
し
ら
雲日刀

宇

都

宮

神

宮

寺

廿

首

再

に

藤

ι

＊

ネ

＊

雲
は
み
な
た
え
ノ
＼
み
え
し
み
よ
し
の
〉
山
の
ま
も
な
く
花
さ
き
に
け
り

題

不

知

浄

立

＊
 

古
野
山
い
く
木
の
桜
さ
き
ぬ
と
も
初
花
ま
で
の
よ
そ
め
成
け
り

＊
 

藤

以

長

綱

五

十

番

司

合

に

、

朝

野

山

花

橘

＊
 

み
よ
し
野
の
よ
し
の
〉
山
を
け
さ
こ
え
て
ま
つ
一
我
は
か
り
み
つ
る
花
哉

同

司

合

に

、

山

路

花

清

原

た
つ
ね
入
さ
く
ら
は
花
に
咲
に
け
り
山
路
の
末
に
か
〉
る
し
ら
雲

三fi..

＊

＊

 

か
け
と
め
て
尋
は
い
り
ぬ
山
さ
く
ら
か
へ
る
み
お
に
や
し
る
へ
な
る
ら
ん

題
不
知

-LS 

雲
と
の
み
思
ひ
や
は
て
む
山
桜
吹
く
る
か
せ
に
に
ほ
は
さ
り
せ
は

ノl

藤
一
即
時
刊
よ
ま
せ
侍
け
る
可
の
中
に
」
一
一
一
ウ
丹
波
広
長
判
臣

＊

＊

＊

ネ

か
つ
ら
き
や
花
こ
そ
芸
の
よ
そ
な
ら
め
か
を
た
に
お
く
れ
凪
の
仰
に

花
の
苛
と
て
よ
め
る

プし

，、吋

い
く
と
せ
の
春
の
す
み
か
と
成
ぬ
ら
ん
よ
し
の
〉
奥
の
花
の
下
拶

四
O

蓮
生
法
師
八
十
賀
尉
風
一
叶

＊
 

思
ひ
い
つ
や
を
し
ほ
の
山
の
さ
く
ら
花
か
け
し
仲
代
の
春
の
廿
を

＊
 

百
五
十
番
苛
合
し
侍
け
る
に

＊
 

冷
以
前
大
納
一
一
一
一
日

藤
原

朝
景

H寺
家

i去
師

友
家
女

時
季

大
江

去
「
立
比

三
｝

市
柄
小
一
寸
h

叶
H
H川
i
l引
μ

f I 

)J＼と
:JIU. 

f
一手
J
1

、

j
！

J
 

＆

T
I
L
l〆

［
｝
 
！

ー

イ
合
計
ダ

2

～
4
↓！寸

藤
似

Jコ．
.Jr！、

和j
L 
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豆
半
し
侍
げ
る
｜
侍
げ
る
（
彰
）
、

ま
（
天
）

＊
を
し
ほ
山

l
お
し
ほ
や

四
国
＊
都
i
み
ゆ
こ
（
天
）

四
五
＊
家
っ
と

i
い
ゑ
っ
と
（
彰
天
）

四
七
＊
兼
忠

i
謙
忠
（
彰
天
）

四
八
＊
を
し
ま
か
さ
き
｜
お
し
ま
か
さ
き
（
神
学
荒
天
）
、
を
し

ま
る
さ
き
（
彰
）
、
＊
か
す

i
か
そ
（
荒
）

四
九
＊
浄
意
法
師
女
｜
ナ
シ
（
荒
）
、
浄
意
法
師
（
天
）

王
＊
惜
l
お
し
（
神
学
荒
天
群
）

= 

＊
 

い
に
し
へ
の
神
代
を
か
け
て
を
し
ほ
山
し
ら
ゆ
ふ
花
の
今
も
咲
ら
し

区耳

花
の
色
の
白
木
綿
か
け
て
王
く
し
け
み
む
ろ
の
山
に
ね
風
そ
吹

鎌
食
入
道
大
納
昔
日
家
月
次
御
会

さ
ほ
ひ
め
の
手
向
の
山
の
春
風
に
雲
に
も
な
ひ
く
花
の
し
ら
ゆ
ふ

題
不
知

＊
 

山
さ
と
の
人
に
と
は
〉
や
部
よ
り
ほ
か
に
も
か
〉
る
花
や
に
ほ
ふ
と

四一一一
巨ヨ
ιョ四

五

＊
 

山
高
み
心
の
ゆ
き
て
お
る
花
は
人
に
み
す
へ
き
家
っ
と
そ
な
き

宇

都

宵

神

宮

寺

廿

首

苛

に

浄

忍

ち
ら
ぬ
ま
に
い
さ
か
へ
り
な
む
山
さ
く
ら
さ
か
り
を
の
ち
の
思
出
に
し
て

＊
 

権
律
師
兼
忠

よ
し
野
山
見
ぬ
に
も
お
し
き
名
残
哉
さ
の
ふ
け
ふ
こ
そ
花
は
ら
る
ら
め

海

辺

帰

属

藤

原

頼

業

＊

＊

 

松
嶋
や
を
し
ま
か
さ
き
の
タ
な
き
に
か
す
あ
ら
は
れ
て
帰
る
腐
か
ね
ψAT 

帰

属

を

浄

意

法

師

女

春
と
い
へ
は
花
な
き
旦
に
行
腐
の
心
の
う
ち
ゃ
の
と
け
か
る
ら
ん

宇

都

宮

神

宮

寺

廿

首

司

に

認

ば

か
へ
る
雁
い
か
に
ち
き
り
て
春
こ
と
の
花
に
わ
か
る
〉
な
ら
ひ
成
ら
ん

四
六

Eヨ
寸ゴ

ロヨ
ノ＇－

gtヨ
才U

ヨ三
Cコ

ヨ三

ψ
小

行
す
ゑ
も
お
な
し
は
る
と
や
雁
か
ね
の
花
に
別
を
惜
ま
さ
る
ら
ん

J正
見乙

法
!W 

昨
日
品
小
企
川
山

一引

Mlllμ

京
市岡

7
5
1
、

1
I
 

F
I
－
 

－
刊
引
門
川
・
6
p

’LW

京・q
J、吟

L 

道
駅

法
自：fl

法
師i
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五
一
一
本
お
な
し
く
ー
を
な
し
く
（
天

主
一
一
一
＊
お
し
き
ー
を
し
き
（
神
彰
天
）

五
回
＊
き
ミ
す
l
き
え
す
（
神
）
、
＊
主
こ
び

i
つ
主
ら
ひ
（
天
）

五
六
＊
《
合
点
》
十
シ
（
天
）

五
七
＊
藤
原
景
綱
l
ナ
シ
ニ
行
分
空
白
J

（荒）、

た
へ
支
（
天
）

ぢ
一
本
か
け
ふ
ー
か
げ
の
（
神
学
荒
彰
天
群
）

六
一
－
一
＊
お
立
っ
せ
ー
を
注
っ
せ
（
群
）

ネ

L
h

」－え
L
f
h
i
l

ヨミ

＊
 
お
な
し
く
は
こ
し
ち
の
市
の
ち
ら
ぬ
ま
に
か
へ
ら
は
い
そ
け
春
の
雁
か
ね
西
円

去
師

ヨヨー

ち
ら
ぬ
ま
に
か
へ
る
は
花
の
う
さ
な
ま
で
お
し
き
別
の
春
の
馬
全

百

首

寄

中

に

信

生

’V
小

’

vゃ

あ
し
ひ
き
の
か
た
山
き
〉
す
う
ち
は
ふ
さ
妻
こ
ひ
す
な
り
春
の
あ
け
ほ
の
藤
原

~ 
志向
去
師

五
回

ヨヨム
ヨヨL

葛
城
や
雲
も
桜
も
わ
か
ぬ
ま
で
ひ
と
つ
色
な
る
春
の
曙

ヰ制
け
わ
た
る
と
山
の
花
に
う
つ
ろ
ひ
て
色
の
千
種
に
立
霞
哉

－ ..::r.:t.. ・-ノ、、

藤＊
l原

景
綱

五一］

＊
 

明
わ
た
る
み
ね
の
霞
の
た
え
ま
よ
り
桜
に
残
る
入
か
た
の
月

原

藤

原

景

綱

よ

ま

せ

侍

け

る

豆

町

に

」

藤

o

く
も
る
と
も
い
か
〉
い
と
は
む
春
の
夜
の
月
に
あ
ま
き
る
花
の
白
ゆ
き

題

不

知

平

時

さ
く
ら
木
の
梢
は
か
り
や
く
も
る
ら
ん
花
の
雪
ふ
る
春
の
山
里

稲

岡

姫

社

十

首

司

に

証

定

法

師

か
す
み
し
く
山
の
お
の
へ
の
桜
か
り
ぬ
れ
こ
そ
ぬ
れ
め
雪
は
降
と
も

藤

原

時

朝

四

十

八

首

司

す

〉

め

侍

け

る

に

大

中

臣

能

範

雪
と
の
み
ふ
る
や
み
か
さ
の
山
桜
さ
す
か
に
ぬ
る
〉
こ
の
も
と
そ
な
き

水

上

落

花

親

成

法

師

み
な
そ
こ
の
が
け
ふ
ち
か
ふ
と
見
え
つ
る
は
木
末
の
花
の
散
に
そ
有
け
る

藤

原

景

綱

五

十

番

耳

合

し

侍

け

る

に

、

朝

山

花

坂

上

道

清

＊
 

す
か
は
ら
や
ふ
し
み
の
里
の
あ
さ
と
い
て
に
花
の
か
む
か
ふ
お
は
っ
せ
の
山

一31ー

時
盛

五
八

重

五
九

ノ＼

Cコ
.__ 
ノ＼

一一



（
回
＊
《
合
点
》
ナ
シ
（
彰
天

六
五
＊
を
の
〉
ひ
お
の
、
ひ
（
神
天
）
、
お
の
〉
え
（
学
荒
彰
）
、

を
の
〉
え
（
群
）
、
＊
花
に
花
も
（
神
）
、
本
い
へ
ち
｜

い
ゑ
ち
（
神
学
荒
彰
天
）

六
六
回
ネ
猶
！
な
を
（
群
）

六
八
本
こ
ろ
そ
ー
か
ら
一
そ
（
彰
）

一
（
九
本
冗
刊
に
｜
存
中
（
天

七
じ
＊
思
に
！
思
ひ
に
（
天
）

七
一
＊
に
ほ
へ
ー
に
は
え
（
学
荒
）

七
一
一
＊
《
合
点
》
ア
リ
（
彰
）
、
＊
命
も
て
｜
い
の
ち
に
て
（
彰
）
、

氷

山

叫

し

λ

を
し
λ
ヘ
沖
彰
天
群
）

一｝一一一ネ士、ひざ

J

ご
日
什
ニ
不
へ
）

題
不
知

ノ＼

g:g 

米－

い
ま
そ
し
る
春
は
た
っ
ぬ
る
山
里
の
花
よ
り
外
の
あ
る
し
有
と
は

ノ＼

三Ei.

＊

牢

＊

を
の
〉
ひ
も
く
ち
木
の
そ
ま
の
山
桜
花
に
い
へ
ち
を
忘
れ
ぬ
る
哉

西
入

＊
 

花
ゆ
へ
に
猶
ふ
る
さ
と
に
か
へ
り
さ
ぬ
命
そ
世
を
は
そ
む
か
さ
り
け
る

鎌
合
三
品
親
王
家
に
三
百
六
十
首
司
た
て
ま
つ
り
け
る
中
に

ノ、
寸二

藤
原

れ

花
み
れ
は
身
の
う
o

へ
こ
そ
忘
れ
け
れ
の
き
は
の
桜
な
を
や
う
へ
ま
し

百

首

苛

中

に

藤

原

＊
 

わ
き
か
ぬ
る
雲
と
花
と
は
山
桜
う
つ
ろ
ふ
こ
ろ
そ
色
を
み
せ
け
る

ψ
品
T

宇
都
宮
神
宮
寺
廿
首
苛
に

此
こ
ろ
は
た
よ
り
と
人
も
思
ふ
ら
ん
花
ち
り
て
こ
ん
春
の
山
里

／、、

ノ＇－
ノ＼

:;h」

丹
波

＊
 

ち
ら
ぬ
よ
り
忠
に
お
っ
る
な
み
た
哉
あ
た
な
る
は
な
の
う
し
ろ
め
た
さ
に

題

不

知

蓮

生
＊
 

七
一
今
よ
り
は
か
く
の
み
に
ほ
へ
桜
花
こ
の
春
は
か
り
の
と
け
き
は
な
し

＊

＊

＊

 

吉
一
あ
た
に
の
み
思
ひ
し
人
の
命
も
て
花
を
い
く
た
ひ
お
し
み
き
ぬ
ら
ん

寸ゴ

ζコ
-L5 
Eヨ

＊
 

山
さ
く
ら
ち
リ
し
く
に
は
の
名
残
ま
で
さ
そ
ふ
嵐
に
ま
か
せ
す
も
哉

桜

花

一

出

水

想

生

よ
し
の
川
な
か
れ
の
末
の
さ
と
人
は
散
て
の
〉
ち
ゃ
花
を
み
る
ら
ん

蓮
生

法
師
」
五
ウ

藤
原

俊
定

法
師

時
朝

景
静岡
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七
七
ネ
藤
原
時
朝
藤
原
基
判
（
料
）

ム
メ
カ
ケ

七
九
三
恨
｛
一
川
景
源
宗
景
（
神
）

八
己
＊
《
O
印）
l

十
シ
（
彰
天
群
）

荒
）
、
あ
ら
す
（
天
）

＊
中
山
へ
す
あ
え
す
（
字

八
一
＊
実
判
l
実
好
（
ハ
ナ
荒
彰
天
群
）
、
＊
お
し
め
｜
惜
め
（
群
）
、

＊
す
く
な
く
ー
す
く
な
る
（
彰
）

八
四
＊
け
る
｜
け
り
（
彰
天

州

知

岳

社

十

首

苛

に

藤

原

あ
り
て
よ
の
〉
ち
は
う
く
と
も
桜
花
さ
そ
ひ
な
は
て
そ
春
の
山
か
せ
藤
原

散
の
こ
る
花
も
こ
そ
あ
れ
有
て
よ
の
は
て
と
な
い
ひ
そ
花
の
き
か
く
に＊
 

花

の

ち

り

か

た

に

成

け

る

を

見

侍

て

藤

原

花
色
を
う
つ
り
に
け
り
と
み
る
ほ
と
に
我
身
さ
か
り
の
過
に
け
る
哉

山

芹

藤

信

生

咲
に
け
り
た
れ
に
み
せ
ま
し
お
く
山
の
い
は
か
き
ぬ
ま
の
岸
の
藤
浪
＊
 

松

間

藤

源

｛

一

市

藤
花
さ
く
や
と
き
は
の
松
に
た
に
は
る
く
れ
か
〉
る
い
ろ
は
み
え
け
り

河

辺

駄

冬

藤

原

景

網

＊

＊

 

八

C
O
山
ふ
き
の
花
の
し
か
ら
み
せ
き
も
あ
へ
す
は
る
く
れ
て
ゆ
く
井
て
の
河
な
み

暮

春

清

原

公

高

〈
れ

ち
る
は
な
の
わ
か
れ
の
み
か
は
お
ほ
か
た
の
は
る
さ
へ
今
は
タ
か
た
の
空
藤
原

景
綱

ー仁2
3玉

基
政

七
六

時
朝

士ゴ
寸Lゴ

法
師
L

六
ウ

七
八

..&l. 
h'.. 

-tゴ
ゴし
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七
べ
市
山
刀

仁

ノ

j
tト
勾
，

ノ l

＊
 

お
し
め
と
も
よ
も
の
嵐
に
ち
る
花
の
残
す
く
な
く
〉
る
〉
春
か
な

九
条
内
大
臣
家
へ
三
百
六
十
首
司
た
て
ま
つ
り
け
る
中
に

日
数

ち
り
の
こ
る
木
末
の
花
を
な
か
む
れ
は
春
の
光
も
す
く
な
か
り
け
り

〉
t

、

題
不
知

山不

花
も
ち
り
春
も
く
れ
ぬ
る
山
の
は
に
霞
は
か
タ
そ
狛
の
こ
り
け
る

頼
業
L

藤

H寺
市j

,, 

藤
原

ノーに

E耳
ノ、、
二Li.

川
町
4
P
H山

め
く
り
あ
ふ
な
ら
ひ
は
か
り
を
た
の
み
に
て
こ
と
し
も
春
に
又
わ
か
れ
ぬ
る
：
1
1
 

4
ナ
戸
市
川
．

i
［
 



八
六
本
け
り
！
け
る
（
神
学
荒
彰
天
群
）

八
七
本
更
衣

l
ナ
シ
（
荒
）
、
＊
今
ほ
と
や
｜
八
（
7
3
〉
や
（
学
哲
学
、

ハ
イ

今
法
と
や
（
彰
）

八
九
本
題
し
ら
す
｜
ナ
シ
（
群
）

基
イ

九
口
＊
藤
原
基
政

l
藤
原
宏
政
（
荒
）

九
一
本
来
選
法
師
｜
景
逼
法
師
（
神
）
、
＊
き
で
は
ー
ま
で
は
（
神

学
荒
彰
天
群
）

生
一
本
《
詞
書
・
作
者
名
・
歌
》
｜
ナ
シ
（
彰
）
、
本
お
り
ー
を
リ

（
神
学
荒
天
）
、
＊
な
ら
ぬ
か
は
ー
な
ら
ぬ
（
荒
）

九
一
言
大
納
言
｜
大
納
言
為
家
郷
（
荒
）

（
十
一
行
分
主
’
H）

」
ヤ
ワ

新
和
歌
集
巻
第

一
良
苛

住
吉
社
の
会
に

H
払

r
．1h

d
凡

h
H

時
朝

f、、
ーノ、、

ψ
A
T
 

花
を
み
し
そ
の
こ
の
も
と
を
た
ち
か
へ
て
夏
そ
き
に
け
リ
衣
干
の
社

＊
 更

衣

藤

原

ψ
や今
は
と
や
ひ
と
へ
に
か
へ
む
夏
衣
は
な
の
た
も
と
を
よ
そ
に
な
し
つ
〉藤
原

た
ち
か
ふ
る
衣
の
袖
は
う
す
け
れ
と
は
る
の
名
残
の
ふ
か
く
も
有
哉

＊
 
題

し

ら

す

清

原

花
ち
る
と
い
と
ひ
し
風
の
い
つ
の
ま
に
袖
に
ま
た
る
三
具
の
き
ぬ
ら
ん＊
 
藤
原

ま
か
へ
は
や
あ
を
葉
ま
し
り
の
桜
色
に
い
ま
は
う
っ
き
の
花
染
の
そ
て＊
 

宇

都

宮

神

宮

寺

廿

首

中

に

、

隣

家

卯

花

を

素

濯

＊
 

春
き
で
は
た
〉
な
を
さ
り
の
へ
た
て
か
と
み
え
し
か
き
ね
に
咲
る
卯
花

L

神

祭

を

浄

意

法

師

＊

＊

 

け
ふ
と
て
も
お
り
は
や
っ
さ
し
か
し
は
木
の
葉
も
り
の
沖
は
神
な
ら
ぬ
か
は＊
 

蓮

生

法

師

八

十

賀

扉

風

寄

冷

泉

前

大

納

言

し
の
ひ
ね
の
と
き
は
の
社
の
郭
公
主
つ
ほ
と
に
た
に
夏
は
し
り
に
き

－司一・＊

宇

都

宮

神

宮

寺

障

子

司

京

極

入

道

中

納

言

- 34ー
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九
四
＊
障
子
寄
｜
障
子
寄
に
（
神
学
荒
彰
天
群
）

主
＊
猶
ー
な
を
（
神
学
荒
彰
天
群
清
）

九
七
＊
な
く
は
！
な
く
ね
（
彰
天
群
）
、
本
く
も
り
｜
く
忘
る
（
神

学
荒
彰
天
群
）

九八＊《
O
印
）
ナ
シ
（
天
群
）

一O
一
＊
ひ
と
こ
ゑ
｜
ひ
と
〉
へ
（
天
）

。
ニ
＊
か
ひ
ー
か
い
（
荒
）

己
一
一
＊
お
な
し
ー
を
な
し
（
神
彰
）

呂
田
＊
タ
郭
公
タ
郭
公
を
（
彰
天
群
）
、
ネ
し
る
か
ら
ん
l
し

る
』
ら
ん
（
天
）
、
本
名
の
り
！
な
の
み
（
神
）

ブし
Eヨ

む
ら
雨
も
ふ
る
の
山
へ
の
時
鳥
思
ひ
す
っ
へ
き
す
き
の
か
け
か
は

題

不

知

藤

原

重

頼

女

ψ
小

ほ
と
〉
き
す
猶
ま
ち
か
ぬ
る
村
雨
に
月
さ
へ
山
を
い
て
そ
わ
つ
ら
ふ

鶴

岳

社

十

首

耳

に

藤

原

時

盛

い
た
つ
ら
に
ね
を
な
く
山
の
ほ
と
〉
き
す
ま
つ
に
し
な
れ
は
つ
れ
な
か
り
け
り

藤

原

朝

景

＊

＊

 

郭
公
な
く
は
ま
た
る
〉
こ
よ
ひ
哉
空
か
き
く
も
り
た
ひ
の
ま
く
ら
に
藤
原

九
五

九
六

ブし
寸ニゴ

＊
 

九
八

O
有
明
の
月
に
ま
で
と
や
時
鳥
を
の
か
な
く
ね
も
つ
れ
な
か
る
ら
ん

題
し
ら
す

ブし
ブu

郭
公
恨
て
も
狛
ま
た
れ
け
り
ね
ら
れ
ぬ
月
の
有
明
の
そ
ら

。。

7

1

1

、

庫
副

人
っ
て
に
こ
と
し
も
き
〉
つ
ほ
と
〉
き
す
う
き
身
を
い
と
ふ
初
音
成
け
り
坂
上

亡つ

＊
 ひ
と
こ
ゑ
に
忘
れ
や
せ
ま
し
時
鳥
ま
っ
と
せ
し
ま
の
心
つ
く
し
は

亡ごコ

＊
 

子
規
た
か
す
む
宿
も
あ
し
引
の
山
の
か
ひ
あ
る
初
音
き
か
せ
よ

Cコ

＊
 

わ
け
き
つ
る
お
な
し
山
ち
の
郭
公
さ
と
〉
ふ
く
れ
も
鳴
て
す
く
な
り

＊
 

冷
泉
前
大
納
言
家
に
百
首
司
た
て
ま
つ
り
け
る
に
、
タ
J

邦
公

C
四

藤
原

ヰ

＊

し
の
へ
と
も
た
そ
か
れ
時
や
し
る
か
ら
ん
名
の
り
そ
め
た
る
山
郭
公

景
綱
」
八
ウ

j原

t壬－

7f' 

景
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来i~
朝

道
泊

蓮
生

法
師

－1
、
v上
付
引
μ

手足

行
時
朝



一口五日本《
C
印
》
十
シ
（
彰
天
群
）
、
＊
猶
ー
た
を
（
沖
学
荒
彰
天

群）

日
（
＊
こ
ま
山
｜
こ
さ
や
支
（
天

。八＊《
O
印
》
ナ
シ
（
彰
天
群
）
、
＊
つ
る
｜
げ
る
（
彰
天
群
）

口
九
＊
藤
清
定
藤
原
清
定
（
神
学
荒
彰
天
群
）

へ（天）

ネ
こ
ゑ
｜
こ

一一一

f
r」
の
涙
ー
を
の
か
涙
（
神
学
荒
彰
天
群
）
、
＊
し
く
れ
か

つ

く

イ

く

れ

イ

l
し
く
れ
か
（
学
）
、
し
つ
く
か
（
荒
天
）
、
し
つ
く
か
（
彰
）

二
一
言
人
や
｜
人
は
（
彰
）

一
一
四
本
こ
ゑ
i
こ
へ
（
天
）

一
一
五
＊
い
ら
ん
と
お
も
ふ

l
い
ら
ん
と
か
お
も
ふ
（
神
）

題
し
ら
す

＊

＊

 

一口五

O
あ
し
曳
の
山
J

邦
公
山
に
で
も
狛
め
つ
一
ら
し
き
は
つ
ね
岐
け
リ

鎌
合
右
大
臣
家
の
御
会
に
、
名
所
時
応

＊
 こ
ま
山
の
い
し
ふ
む
み
ね
の
時
お
き
く
人
か
た
き
ね
を
や
鳴
ら
ん

藤
原
時
朝
稲
田
姫
世
に
て
講
し
侍
け
る
十
首
司
に
右
大
弁
光
俊
朝
日

鳴
わ
た
る
つ
く
は
の
山
の
邦
公
し
る
も
し
ら
ぬ
も
な
へ
て
き
く
也

主
逗

法
l)iji 
」

一
A

二
円
レ
ヒ

，4
l
z
一

法
師

Cコ
ノ、、一O

一］

藤
原

＊

＊

 

一口八

O
尋
て
も
つ
れ
な
か
り
つ
る
ほ
と
〉
き
す
か
へ
る
山
ち
に
一
こ
ゑ
そ
き
く＊（
7

7
）
 

宇

都

宮

神

宮

寺

廿

首

奇

に

藤

清

＊

を

山
ひ
こ
の
こ
ゑ
も
か
は
ら
す
時
鳥
い
つ
れ
の
か
た

o
わ
き
て
き
か
ま
し

社

郭

公

藤

原

時

朝

い
そ
ち
あ
ま
り
お
い
そ
の
杜
の
ほ
と
〉
き
す
鳴
ね
は
か
り
は
を
と
り
し
も
せ
し

題

し

ら

す

藤

原

重

継

L

九
ウ

＊（
7

7

）

＊

 

尋
き
て
袖
そ
ぬ
れ
ぬ
る
ほ
と
〉
き
す
を
の
涙
か
も
り
の
し
く
れ
か

泰
綱疋

一口九

- 36 -

Cコ

素
逗

法
師

旅
に
し
て
き
く
は
か
な
し
き
ほ
と
〉
き
す
都
に
か
は
る
ね
を
や
鳴
ら
ん大
中
巨
能
範

＊
 

ほ
と
〉
き
す
な
く
山
さ
と
に
す
む
人
や
待
も
ま
た
ぬ
も
初
音
聞
ら
ん

浄
立

法
師

一一四

＊
 

山
か
つ
も
た
〉
に
や
は
き
く
時
鳥
松
の
と
ほ
そ
の
明
か
た
の
こ
ゑ

ヨ玉

藤
原

＊
 

世
を
す
て
は
い
ら
ん
と
お
も
ふ
山
の
は
に
か
ね
て
か
た
ら
ふ
社
関
哉

頼
業



二
六
＊
こ
ゑ
こ
へ
（
天

一
一
七
＊
を
の
さ
月
ー
を
の
か
さ
月
（
神
学
荒
彰
天
群
）

二
九
本
こ
ゑ
｜
こ
へ
（
天
）

一二一一本申
l
ナ
シ
（
群
）

ニ
一
一
下
お
こ
せ
ー
を
こ
せ
（
学
荒
群
）
、
お
ら
せ
（
天
）
、

よ
り
ー
も
と
へ
（
天
）

＊
も
と

一
二
回
＊
菖
蒲
を
l
ナ
シ
（
荒
）
、
昌
蒲
を
（
神
天
）
、

も
と
（
荒
）

一
ニ
五
＊
よ
め
る
｜
よ
み
侍
（
彰
天
）
、
＊
こ
さ
は
｜
軒
は
（
学
荒
彰

天
群
）

＊
玉
と
｜
た

円
勇

法
師

＊
 

住
佑
て
こ
ゑ
た
て
つ
へ
き
山
里
を
鳴
て
も
い
つ
る
時
鳥
か
な

tゴ

＊
（
マ
マ
）

限
な
き
な
み
た
と
み
せ
て
時
鳥
を
の
さ
月
の
雨
に
鳴
な
リ

蓮
生

法
師

一
一
八

弥
陀
信
法
師

ほ
と
〉
き
す
人
の
こ
〉
ろ
を
つ
く
し
き
て
を
の
か
さ
月
の
空
に
鳴
出
平

へL
8

13ι

’
 
高尾

ゴレ

＊
 

五
月
雨
に
月
こ
そ
見
え
ね
萄
塊
山
よ
り
い
っ
る
こ
ゑ
き
こ
ゆ
也

藤
原

_Et_ 

打王

綱

亡コ

さ
み
た
れ
の
空
に
夜
深
き
杜
，
間
な
に
を
う
け
く
の
時
と
鳴
ら
ん

藤
原

能
季

- 37 -

巨耳

あ
や
め
草
ね
に
あ
ら
は
れ
て
子
規
さ
っ
き
〉
ぬ
れ
は
鳴
ぬ
日
そ
な
き

＊
 

出
家
の
〉
ち
五
月
五
日
菖
蒲
の
ね
に
つ
け
て
人
の
許
へ
申
っ
か
は
し

け

る

信

生

思
ひ
き
や
袖
も
あ
や
め
も
引
か
へ
て
よ
を
う
き
ぬ
ま
の
ね
を
か
け
ん
と
は

キ

＊

五
月
五
日
く
す
玉
お
こ
せ
た
る
人
の
も
と
よ
り
、
そ
で
の
ぬ
る
〉
な

と

申

た

り

け

る

返

事

に

橘

友

家

女

け
ふ
は
み
な
か
く
る
な
ら
ひ
の
あ
や
め
草
い
か
な
る
ね
に
か
袖
の
ぬ
る
ら
ん

前

回

蒲

を

藤

原

基

降

L

一口ウ

ψ
ゃ

な
か
き
ね
の
し
つ
く
な
か
ら
や
菖
蒲
草
さ
っ
き
の
王
と
袖
に
か
け
ま
し

＊
 

五

月

五

日

に

よ

め

る

大

中

臣

景

範

＊
（
マ
マ
）

わ
か
や
と
の
こ
さ
は
に
き
な
け
子
規
け
ふ
の
あ
や
め
の
ね
を
つ
く
し
つ
〉

法
師

三玉



一
ニ
六
＊
大
納
言
｜
大
納
言
為
家
卿
（
荒
）

一二八＊《
O
印
》
｜
ナ
シ
（
天
群
）

一
一
一
ニ
＊
く
も
の
｜
雲
も
（
神
）
、
＊
ま
た
ぬ
ー
ま
た
む
（
群
）

＊ 

丈立

る
わ

ん

成
ミらけ
ん

神

り

一
＊
再

i
歌
に
（
群
）
、

け
ん
（
学
荒
彰
天
群
）

一
一
一
四
＊
御
会
｜
御
会
に
（
神
学
荒
彰
天
群
）
、
＊
源
親
行
｜
源
新

が
き
欺

行
（
神
）
、
＊
あ
し
曳
の

l
お
し
、
日
さ
の
（
学
荒
彰
天

群）

京
＊
こ
ふ
る
！
こ
ほ
る
（
仲
）

＊
 

冷
泉
前
大
納
言

連
生
法
師
八
十
賀
扉
風
寄

さ
み
た
れ
は
し
の
に
き
舟
の
河
社
ぬ
れ
て
ほ
す
へ
き
夏
衣
哉

山

五

月

雨

丹

波

忠

茂

朝

臣

ぬ
れ
て
ほ
す
ひ
ま
こ
そ
な
け
れ
乙
女
子
か
袖
ふ
る
山
の
五
月
雨
の
比

泊

五

月

雨

藤

原

景

綱

＊

、

刀

一二八

O
ひ
か
す
の
み
つ
も
り
の
う
ら
の
五
月
雨
に
ほ
さ
て
や
あ
ま
の
王
も
あ
る
ら
ん

河

五

月

雨

高

階

重

氏

よ
し
の
河
い
は
な
み
ふ
か
く
な
る
ま
〉
に
き
し
も
そ
こ
な
る
五
月
雨
の
比

沼

五

月

雨

照

因

法

師

み
こ
も
り
に
か
ら
ぬ
あ
や
め
ゃ
く
ち
ぬ
ら
ん
い
は
か
き
沼
の
五
月
雨
の
比

た

い

し

ら

す

大

中

臣

能

範

」

ψ

m

y

ψ

小

五
月
雨
の
く
も
の
い
つ
く
に
出
ぬ
ら
ん
こ
よ
ひ
は
ま
た
ぬ
山
の
は
の
月

夜

直

楠

坂

上

五
月
雨
の
雲
間
の
月
も
身
に
し
み
て
花
橘
の
に
ほ
ふ
比
哉

＊
 

宇
都
宮
神
宮
寺
廿
首
奇

ひ
＊

摘
の
袖
の
か
た
見
と
な
ら
さ
り
し
昔
は
何
の
に
ほ
ふ
な
る
ら
ん

＊

t
 

鎌
倉
入
道
大
納
言
家
御
会
、
隣
家
橘

＊

か

き

欺

あ
し
曳
の
す
ろ
一
こ
す
風
の
に
ほ
ひ
き
て
昔
も
ち
か
き
宿
の
橘

ぺニJプし
一一一一。
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行
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題
し
ら
す

色
も
香
も
か
た
見
な
り
け
り
白
妙
の
袖
に
な
れ
に
し
軒
の
橘

生

法
問i

t
t
a
l
i
－、

’u
j
q
f
l
 

j
t
手
r
F
H
ロ
E
L止し

い
に
し
へ
を
こ
ふ
る
一
同
や
古
郷
の
は
な
枯
の
一
路
と
な
る
ら
む



一
一
ニ
七
＊
藤
原
泰
朝

l
藤
原
泰
明
（
荒
）

一
三
八
＊
《
合
点
》
｜
ナ
シ
（
天
）

一
口
一
九
＊
導
阿
法
師
｜
道
阿
法
師
（
荒
）

四0
・
＊
消
は
て

h
lさ
へ
は
て
』
（
天
）

一
回
一
＊
を
く
｜
お
く
（
清
）
、

＊
さ
へ
ー
さ
え
（
彰
）

一
四
一
一
本
ち
き
り

l
ち
か
り
（
天
）
、
＊
を
か
む
｜
お
か
む
（
神
）
、

＊
な
れ
ば
ち
す

i
な
れ
は
ち
す
（
彰
）
、
＊
露
に
｜
露
も

（天）

Eヨ

ホ
zι 

は
ん

めは
ん

彰

四
回
＊
耳
町
中
に
1

再
に
（
彰
）

四
五
ネ
深
夜
盤
火
｜
深
更
蛍
火
（
彰
天
群
）

（
彰
天
群
）

＊《
O
印
》
｜
ナ
シ

四
六
＊
難
波
江
ー
な
に
コ
て
（
天
）

一
吉
本
源
憲
綱
源

（
天
）
、
＊
つ
る
く
る
（
彰
）

ヒゴ

兵
、

す
み
あ
ら
す
た
か
故
郷
の
跡
な
ら
む
ひ
と
り
も
に
ほ
ふ
軒
の
橘

百
首
寄
に
、
夏
夜
易
曙

藤＊
原

泰
朝

藤
原

」

ご

ウ

泰
網

ネ
く
る
〉
か
と
思
ひ
も
あ
へ
ぬ
み
し
か
い
訟
の
明
行
空
に
残
る
月
影

＊
 

夏

浦

月

導

阿

み
し
か
夜
の
あ
く
る
も
し
ら
す
く
む
し
ほ
に
月
影
は
こ
ふ
た
こ
の
海
土
人

夏

暁

月

観

念

＊
 

こ
き
か
へ
る
鵜
舟
の
か
〉
り
消
は
て
〉
又
か
け
み
す
る
山
の
は
の
月

水

上

夏

月

沖

意

法

師

女

＊

＊

 

は
ち
す
葉
に
を
く
し
ら
っ
ゅ
の
光
さ
へ
す
、
〉
し
く
み
ゆ
る
夏
の
よ
の
月覚

願

法

師

＊

＊

＊

＊

 

ち
き
り
を
か
む
後
の
よ
ま
で
も
と
も
と
な
れ
は
ち
す
の
露
に
や
と
る
月
か
け

瓦

月

如

秋

坂

上

家

光
＊
 

秋
き
て
は
い
か
な
る
か
け
か
又
そ
は
ん
か
ね
て
さ
や
け
き
夏
の
夜
の
月

ψ
千

百

首

耳

中

に

、

債

を

源

親

行

と
ふ。
蛍
ひ
か
り
み
た
れ
て
久
か
た
の
雲
ゐ
に
ち
か
き
秋
風
そ
吹

＊
 
深

夜

佳

火

藤

原

景

綱

L

＊
 

一
四
五

O
ほ
た
る
と
ふ
な
に
は
の
こ
や
の
ふ
く
る
夜
に
た
か
ぬ
あ
し
ひ
の
影
も
み
え
け
り

水

上

埜

坂

上

＊
 
難
波
江
や
お
し
ま
の
水
に
影
み
え
て
な
み
の
下
に
も
飛
佳
哉

宇

都

宮

神

宮

寺

廿

首

寄

に

源

本

山
の
端
に
よ
こ
き
る
雲
の
さ
は
く
よ
り
け
し
き
み
え
つ
る
夕
立
の
空

ノ＇－

j去
師

才し

日市

一目。巨ヨ
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一
品
本
《
O
印》
1

ナ
シ
（
学
荒
彰
天
群
）
、
＊
《
合
点
》

l
ア
リ
（
学

き
イ

荒
群
）
、
＊
す
き
め
｜
す
さ
め
（
彰
）
、
＊
玉
鉾
の
｜
王
杵

の
（
天
）

一
五
一
ネ
大
納
言
｜
大
納
言
家
（
学
荒
彰
天
群
）
、

f
乞
と
｜
音
（
学

荒
群
）
、
＊
た
て
〉
｜
絶
て
（
学
荒
）

二G.

＊ 

神宗

大
車内

為
舟t
~~II 

荒

＊
か
く
る
ー
か
へ
る

五
四
＊
お
き
て
ー
を
き
て
（
学
荒
彰
群
）
、
＊
け
り
｜
げ
る
（
神
）

一
五
五
＊
ゆ
ふ
く
れ
｜
夕
さ
れ
（
学
荒
彰
天
群
）
、

（
沖
天
群
）
、
＊

1
1リ
｜
げ
る
（
神
）

＊
を
き
｜
お
き

タ

納

涼

坂

上

一
見
ふ
か
き
い
は
井
の
水
の
ゆ
ふ
す
〉
み
ま
た
こ
ぬ
秋
そ
く
み
て
し
ら
る
〉

題

し

ら

す

仏

他

ひ
く
ら
し
の
鳴
タ
く
れ
の
村
雨
に
す
〉
し
く
お
つ
る
ま
き
の
下
つ
ゆ

行

路

夕

顔

藤

原

＊

＊

＊

＊

 

一五
O
O
た
よ
り
に
も
見
て
こ
そ
す
き
め
玉
鉾
の
み
ち
の
ゆ
く
て
の
夕
か
ほ
の
花

＊
 

鎌

倉

入

道

大

納

言

御

会

に

、

六

月

械

を

藤

原

ψ

A

T

ψ

品
Y

み
そ
き
す
る
せ
〉
の
岩
波
を
と
た
て
〉
ま
た
よ
ひ
な
か
ら
か
よ
ふ
秋
か
せ

ψ
品
T

蓮

生

法

師

八

十

賀

扉

風

司

に

冷

泉

前

大

納

言

牢

ゆ
ふ
か
く
る
た
〉
す
の
も
り
に
み
そ
き
し
て
ち
と
せ
の
秋
の
は
し
め
を
そ
ま
つ

（
十
一
行
分
空
白
）

一
四
八

一
四
九

ヨ三豆三

新
和
司
集
巻
第

秋
司

；王玉

百

首

苛

中

に

、

立

秋

を

藤

原

け
ふ
と
い
へ
は
す
〉
し
く
な
り
ぬ
み
わ
の
山
秋
の
し
る
し
の
杉
の
下
風

藤

原

時

朝

五

十

首

苛

に

藤

胤

＊

＊

 

お
ほ
あ
ら
き
の
社
の
下
つ
ゆ
い
と
は
や
も
草
は
に
お
き
て
秋
は
き
に
け
り

一
五
四

ヨ三
互玉

＊

＊

＊

 

ゆ
ふ
く
れ
は
を
き
そ
ふ
露
に
白
妙
の
袖
ほ
し
わ
ふ
る
秋
は
来
に
け
り

題

し

ら

す

信

生

故
郷
の
み
ち
の
し
は
草
し
け
り
あ
ひ
て
あ
と
な
き
に
は
も
秋
は
き
に
け
り

ヨ三
』，ノ、、

永
光

法
師

泰
静岡

時
朝

L

一ニウ
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朝

基
政

円
嘉

法
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法
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主
ネ
と
つ
れ
れ
！
と
つ
れ
（
神
学
荒
彰
天
群
清
）

一
五
八
＊
た
ま
つ
り
l
た
て
ま
つ
り
（
神
学
荒
彰
天
群
）
、
＊
藤
原

親
イ

時
朝
l
藤
原
時
朝
（
学
）
、
＊
荻
｜
お
き
（
神
学
荒
彰
天
）
、

本
を
と
ー
を
こ
（
神
）

一
五
九
本
荻
i
お
き
（
神
学
荒
彰
天
）
、

群）

＊
を
と
｜
お
と
（
神
彰
天

一
一
（
口
＊
荻
｜
お
き
（
学
荒
群
）
、
土
杭
も
1

秋
そ
（
神
学
荒
彰
天

群
）
、
＊
し
ら
る
〉
｜
し
く
る
〉
（
学
）

六
回
＊
《
作
者
名
・
歌
》
1

〔
行
間
小
字
墨
補
〕
（
彰
）

六
五
土
伐
や
ー
は
や
（
荒
）川

町
〆

一
一
（
六
＊
わ
た
る
｜
わ
た
る
〔
寸
る
L

字
上
ニ
朱
ニ
テ
O
印
〕
（
学
）
、

わ
た
り
（
彰
天
群
）イ
宗

一
一
主
＊
源
行
宗
1

源
行
宗
〔
寸
宗
L

宇
「
憲
L

ニ
字
形
近
シ
〕
（
天
）

ヨヨー
←ヒゴ

藤
原
重
頼
女

＊
（
マ
マ
）

人
と
は
ぬ
葎
の
門
は
と
つ
れ
れ
と
も
つ
ゅ
の
や
と
り
に
秋
は
き
に
け
り

＊

（

マ

マ

）

＊

九

条

内

大

臣

家

へ

三

百

六

十

首

耳

た

主

つ

り

け

る

に

藤

原

時

判

宇

中

小

軒
端
な
る
荻
ふ
く
風
を
使
に
て
日
こ
ろ
を
と
せ
ぬ
秋
は
き
に
け
り

稲

田

姫

社

十

首

司

に

右

大

弁

光

俊

朝

臣

＊

＊

 

は
つ
秋
風
ふ
き
に
け
ら
し
な
か
き
ほ
な
る
荻
の
う
は
〉
の
を
と
立
る
ま
で
源

政

L 

ウ

五
八

五
九

会主

ノ、、
〈二コ

＊

＊

＊

 

我
宿
の
軒
は
の
荻
に
ふ
く
風
の
そ
ょ
く
に
つ
け
て
秋
も
し
ら
る
〉

題
し
ら
す

み
や
き
野
の
草
は
の
露
も
わ
か
袖
の
一
段
も
〉
ろ
き
秋
の
は
つ
か
せ

j：（~ 

光

牢
一六回一

蓮
生

柴
の
一
戸
ゃ
あ
た
し
心
は
む
す
ひ
を
か
す
さ
そ
ひ
な
は
て
そ
秋
の
初
風
西
入

さ
夜
更
で
す
〉
し
く
も
あ
る
か
天
河
ゆ
き
あ
ひ
の
は
し
の
秋
の
初
か
せ平

忠

銀
河
も
み
ち
の
は
し
を
い
か
に
し
て
し
く
れ
ぬ
さ
き
に
わ
た
し
そ
め
け
ん

百

五

十

番

苛

合

に

、

深

夜

織

女

藤

原

＊
 

ゆ
き
あ
ひ
に
夜
や
吏
ぬ
ら
ん
あ
ま
の
川
と
わ
た
る
風
の
空
に
す
〉
し
き

法
師

- 41ー

法
師幹

主ヨ．
)j＼、

綱

ノ、、
三三

L 

_L_ 
／、、
j弓

証
定

φ
A
T
 

か
さ
〉
き
の
ゆ
き
あ
ひ
の
は
し
の
な
か
空
に
霧
立
わ
た
る
夜
そ
更
に
け
る
＊
 
原

法
師

fr 

ヌ：Iす

一
一
（
七

逢
事
は
年
に
ま
れ
な
る
七
夕
の
心
も
し
ら
す
ふ
く
る
夜
は
哉



七O
＊
一
ニ
十
背
中
に
三
十
首
寄
中
に
（
神
学
荒
彰
天
群
）

一
七
一
＊
竺
七
了
歌

t
一
八
五
・
歌
》
｜
脱
落
〔
料
紙
切
取
跡
ア
リ
〕

（
天
）
、
＊
大
納
言
制
服
伊
抑
制
耳
也
（
荒
）
、
＊
お
ら
し

i
を

ら
し
（
神
彰
）
、
＊
を
け
る
｜
お
け
る
（
神
）

七
一
言
行
路
萩
を
｜
行
路
萩
（
彰
群
）

一
七
回
？
っ
へ
ら
ん
1

う
へ
つ
ら
ん
（
神
学
荒
彰
群
）

一七八

f
r」
と
｜
お
と
（
彰
）

暁

織

女

安

部

こ
ひ
わ
ひ
し
そ
の
む
つ
こ
と
も
つ
き
な
く
に
あ
け
な
ん
と
す
る
星
合
の
空

七

夕

後

朝

を

藤

原

七
夕
の
か
へ
る
あ
し
た
は
も
ろ
と
も
に
立
や
わ
か
る
〉
あ
ま
の
河
霧

＊
 

藤

原

時

朝

す

〉

め

の

三

十

首

中

に

権

律

師

仙

覚

秋
を
ま
つ
あ
ま
の
河
原
の
一
夜
つ
ま
あ
さ
霧
か
く
れ
立
か
へ
る
ら
ん

ψAγ 

蓮

生

法

師

八

十

賀

扉

風

耳

冷

泉

前

大

納

言

＊

＊

 

お
ら
し
た
〉
さ
か
の
〉
秋
の
花
さ
か
り
色
の
千
種
に
を
け
る
し
ら
っ
ゅ

稲

同

姫

社

十

首

苛

に

藤

原

朝

長

L

一四ウ

け
さ
み
れ
は
野
へ
の
千
く
さ
の
か
す
こ
と
に
を
の
か
色
、
／
＼
花
咲
に
け
り

＊
 
行

路

萩

を

藤

胤

親

朝

た
ひ
人
の
ゆ
き
〉
の
を
か
の
秋
の
色
を
た
も
と
に
み
す
る
萩
か
花
す
り

故

郷

萩

平

忠

＊
（
マ
マ
）

た
か
ま
と
の
み
や
の
昔
は
う
へ
ら
ん
今
こ
そ
の
へ
の
秋
は
き
の
花

題

不

知

藤

原

官
城
野
の
ふ
る
え
の
こ
は
き
咲
ぬ
れ
は
い
ろ
に
う
つ
ろ
ふ
秋
の
白
詰
平

一一（八
ー七ゴ
仁つ

一一－＊
寸三寸二ー七

三
七
回

寸ゴ
三Ei.

一
七
六

る

ひ
と
り
の
み
な
か
む

o
宿
の
小
萩
原
さ
て
や
ち
り
な
ん
秋
風
そ
吹
く

吐ゴ
ーと二

を
く
長
の
あ
た
の
お
ほ
の
に
咲
誌
の
は
な
も
て
ち
ら
す
秋
風
そ
ふ
く

一
七
八

持
志

水

風
の
を
と
を
あ
は
れ
と
思
ふ
な
み
た
よ
り
み
た
れ
そ
め
ぬ
る
秋
の
白
露

泰
弘

親
時

-42 -

へ子
，
コ
ト
勾

a

泰
綱重

蓮
生

法
師

去
叩



一「］九＊甘一同
1
耳
刊
に
（
群
）
、
＊
お
き
1
2
4ざ
（
神
彰
）

一
八
口
＊
を
と
｜
音
（
学
荒
群
）
、
＊
お
き
ー
を
き
（
神
学
荒
群
）

八
一
本
《
詞
書
》
｜
宇
都
宮
沖
官
寺
廿
首
歌
こ
（
清
）

き
（
伸
）

本
荻
｜
お

う
一
＊
ま
か
き
｜
包
（
群
）
、
＊
か
げ
｜
お
き
（
群
）

一
八
三
＊
を
と
｜
音
（
学
荒
群
）
、
＊
荻
｜
お
き
（
学
荒
）

一
八
日
本
お
き
｜
荻
（
学
荒
彰
群
）

一
八
五
＊
《
詞
書
》
1

薄
〔
寸
薄
」
字
墨
減
〕
（
神
）
、
薄
（
尚
子
荒
彰
群
）
、

ヒ

本

＊
お
く
て
は
｜
お
く
て
は
（
神
）
、
う
へ
し
お
く
て
は

三
字
落
也

（
学
彰
群
）
、
お
く
て
は
（
荒
）
、
本
し
の
』
を
ー
し
の
』

お
〈
神
学
荒
）

一
八
六
＊
し
げ
ら
は
！
し
け
れ
は
（
群
）

一
八
七
本
藤
原
親
長
1

藤
親
長
（
学
荒
）

八
八
＊
成
け
ん

l
或
け
り
（
天

］ 

:TL 

＊・

宇
都
宮
神
宮
寺
廿
首
司

ψ
A
T
 

し
た
お
き
の
末
は
み
た
れ
て
吹
風
に
袖
よ
リ
お
つ
る
秋
の
白
露

一
凡
（
）

＊

申

あ
は
れ
と
は
よ
そ
に
き
く
へ
き
風
の
を
と
を
心
と
や
と
す
庭
の
お
き
は
ら

＊

藤

原

重

頼

女

ノ＇－

＊
 

旦
は
あ
れ
て
ふ
り
行
に
は
の
荻
の
は
に
と
ふ
へ
き
物
と
秋
風
そ
ふ
く

荻

風

藤

原

＊

本

タ
く
れ
の
ま
か
き
は
山
の
下
か
け
に
や
と
り
し
－
り
す
る
秋
風
の
こ
ゑ
坂
上

;>.. 一八一一一

＊

＊

 

ふ
き
か
ふ
る
を
と
こ
そ
な
け
れ
秋
こ
と
に
か
な
し
き
ま
〉
の
荻
の
う
は
か
せ

源

長

一八四

＊・

か
す
な
ら
ぬ
身
に
も
心
は
あ
り
け
り
と
忠
ひ
し
通
り
す
る
お
き
の
う
は
か
せ
託
意

牢

一
八
五

＊

（

マ

マ

）

＊

や
ま
か
け
に
お
く
て
は
つ
れ
な
く
て
ま
つ
ほ
に
い
つ
る
し
の
〉
を
す
〉
き

一八六

＊
 

な
か
め
ん
と
う
へ
て
し
物
を
花
薄
し
け
ら
は
し
け
れ
庭
も
ま
か
き
も
キ

苅

萱

藤

原

そ

秋
と
い
へ
は
露
を
か
さ
ね
て
か
る
か
や
の
思
ひ
み
た
れ
ぬ
夕
く
れ
も
な
き

秋

タ

藤

原

＊
 

な
へ
て
よ
に
物
の
あ
は
れ
を
し
る
こ
と
も
秋
の
タ
や
は
し
め
成
け
ん

一八七一八八

謙
基

法
師

証
蓮

」

法
師

エヨ．
；：入

綱
道
清t法
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法
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藤
原

基
隆

親
長
」
一
五
ウ

基
政

藤
原

口時

朝



八
九
ー
＊
け
る

l
け
り
（
彰
）

九
－
一
＊
こ
と
〉
｜
こ
と
く
（
学
）

群）

ネ
け
り
｜
け
れ
（
神
学
荒
彰

九
四
＊
ち
』
に
｜
ち
え
に
（
群
清
）

ね
イ

九
五
本
〉
は
ぬ
｜
そ
は
ね
（
神
彰
群
）
、
そ
は
ぬ
（
学
）

九
一
（
＊
を
は
拾
｜
お
は
す
で
（
神
彰
天
）

一
八
九

＊
 

あ
は
れ
世
の
う
き
も
つ
ら
き
も
し
る
こ
と
は
秋
の
夕
そ
た
よ
り
成
け
る藤
原

蔭
消

一
九
（
〕

い
ま
そ
し
る
お
花
か
も
と
の
草
の
名
は
秋
の
タ
の
こ
〉
ろ
な
り
け
り

ブU

大
中
臣
光
成

大
か
た
の
秋
の
あ
は
れ
は
さ
を
し
か
の
つ
ま
よ
ふ
山
の
ゆ
ふ
へ
な
り
け
り
平

忠

ヘト
1

1

 

ブU

＊

＊

 

そ
の
こ
と
〉
思
ひ
さ
た
め
ぬ
涙
こ
そ
秋
の
ゆ
ふ
へ
の
哀
成
け
り

:TL 

清
原

さ
ひ
し
さ
は
昔
も
か
く
や
い
そ
の
か
み
ふ
る
き
官
こ
の
秋
の
夕
く
れ
藤
原
親
朝
女
時
季

すu
E豆

＊
 
ち
・
町
、
〉
に
思
ふ
心
そ
色
に
い
て
ぬ
へ
き
し
の
た
の
杜
の
秋
の
夕
く
れ

- 44 -

L
 

t
t
z
 

、71
μ
r
Aク

ゴU
主主

坂
上

＊
 

あ
く
か
る
〉
心
よ
い
か
に
成
ぬ
ら
ん
身
に
こ
そ
〉
は
ぬ
秋
の
タ
く
れ

宮
柄
小
’
j
h

↓n
Hれ
Hμ

＊
 
を
は
捨
や
月
み
ぬ
さ
き
の
心
た
に
な
く
さ
め
か
ね
つ
秋
の
ゆ
ふ
く
れ
西
円

な
か
む
れ
は
雲
の
は
た
て
も
さ
ひ
し
く
て
空
に
物
思
ふ
秋
の
タ
く
れ

宇

都

宮

神

宮

寺

障

子

再

壬

生

春
日
山
あ
さ
ゐ
る
雲
の
あ
と
も
な
く
〉
る
れ
は
す
め
る
秋
の
夜
の
月

蓮

生

法

師

八

十

賀

扉

風

司

冷

泉

前

大

納

言

雲
も
な
く
ふ
け
に
け
ら
し
な
久
方
の
月
の
か
つ
ら
の
秋
の
は
つ
か
せ

ψAγ 百

首

苛

に

藤

原

よヌL
万九

綱

一
九
六

法
師

九
七

口
mi 

一
九
八

プU
プし

泰
綱



一
一
じ
口
＊
百
首
一
叶
に
｜
百
首
に
（
天

己
四
本
お
く
ー
を
く
（
村
）
、
＊
も
の
は
！
物
を
（
天

一C
五
＊
右
兵
衛
右
衛
門
（
天
群
）
、
＊
講

L
l詠
し
（
学
荒
群
）

一
口
一
〈
土
地
き
｜
と
を
き
（
彰
天
）

一
じ
七
本
《
合
点
》

l
ナ
、
ン
（
彰
天
）
、
本
秋
は
！
あ
さ
は
（
彰
）

一
心
八

f
乞
く

l
む
ノ
＼
（
神
）

己
九
＊
は
き
荻
（
彰
）

仁三コ
くニコ

あ
き
風
の
夜
さ
む
に
な
れ
は
天
、
川
と
わ
た
る
川
の
か
け
そ
さ
ひ
し
さ

仁つ

あ
ま
つ
空
よ
も
の
あ
ら
し
に
雲
き
え
て
光
の
こ
さ
ぬ
秋
の
よ
の
バ

亡二コ

藤
原

か
り
か
ね
の
き
こ
ゆ
る
山
の
た
か
ね
よ
り
秋
風
さ
む
く
川
る
月
か
け

藤

原

時

朝

す

〉

め

侍

寄

に

、

山

家

月

治

立

し
は
の
と
や
か
け
ひ
の
水
に
か
け
み
え
て
軒
は
を
め
く
る
山
の
は
の
凡

鎌

合

入

道

大

納

胃

家

川

次

御

会

に

、

深

山

月

藤

原

キ

ネ

い
は
ね
ふ
み
か
さ
な
る
山
の
お
く
ま
で
も
す
み
け
る
も
の
は
秋
の
夜
の
凡

＊

＊

 

二
条
右
兵
衛
脅
中
将
と
聞
え
し
時
、
的
岳
社
に
て
五
十
首
苛
講
し
侍

け

る

に

、

山

路

月

藤

原

こ
え
か
〉
る
山
路
の
す
ゑ
は
し
ら
ね
と
も
な
か
き
を
た
の
む
秋
の
よ
の
月

刷
会
に
、
海
辺
月

＊
 

み
な
と
こ
す
入
江
の
な
み
の
ひ
く
し
ほ
に
行
方
速
さ
凡
の
か
け
哉

百
首
討
中
に

L二二）仁士〉
王手

仁つ仁コ
L・ 

hrr 

＊
 

さ
と
の
あ
ま
の
な
み
か
け
衣
よ
る
さ
へ
や
月
に
も
秋
は
も
し
ほ
た
る
ら
ん

ζコ
ノl

f
γ
J
I－－ 

m
I
lノ

J
付

hhy

本

ゆ
ふ
さ
れ
は
た
ま
〉
／
＼
」
す
に
を
く
一
蕗
の
光
を
そ
ふ
る
野
へ
の
凡
か
け

「、

7し

＊
 

市
内
む
す
ふ
野
は
ら
の
は
ふ
さ
の
色
な
か
ら
快
に
う
つ
る
夜
は
の
け
影

C二〉

L
P
お
J

a

ト」

イ
円
郷
に
ひ
と
リ
い
く
よ
を
な
か
め
き
ぬ
し
の
ふ
に
く
も
る
の
き
の
バ
か
け

ii文
期｜；

) J 

ヰミ

7七

幹
L

二八ウ

J;l. 

綱
llミ
n~i 朝

泰
綱

- 45 -

蓮
生

法
削i

二l
t

’ムT
T
J

H
K
E
l
h
 

l
i
 

坂
J_-. 

；会1

7七
法
削i



凸
一
小

三
一
＊
涼
宗
景
i
源
家
景
〔
「
家
L

字
上
ニ
墨
ニ
テ

O
印
〕
（
彰
）

一
ネ
な
か
一
泊
（
学
荒
）

三
四
ネ
お
の
え
ー
を
の
へ
（
神
天
）
、
お
の
へ
（
彰
群
）
、

し
が
さ
ほ
し
か
（
天
）

＊
え
」
キ
｝

一
（
＊
小
男
鹿
さ
ほ
し
か
（
彰
天
）

7
浄
意
法
師
女
｜
浄
意
法
師
（
荒
群
）

（

I
居
川
）

＊
（
こ
の
歌
ナ
シ

九
ネ
さ
込
九
M
lさ
ら
ぬ
（
彰
）

山
鹿

秋
き
て
も
秋
と
は
み
え
ぬ
と
き
は
山
い
つ
と
し
り
て
や
鹿
の
な
く
ら
ん

な
す
の
へ
か
り
し
に
ま
か
り
け
る
み
ち
に
て

さ
を
し
か
の
山
ち
に
か
へ
る
あ
と
な
れ
や
す
そ
の
〉
原
の
露
の
む
ら
き
え

＊
 

秋
萩
の
さ
き
ち
る
の
へ
の
あ
さ
援
に
な
を
た
ち
ぬ
れ
て
し
か
そ
な
く
な
る

Eヨ

＊

＊

 

高
妙
の
お
の
え
の
霧
に
た
ち
な
れ
て
つ
ま
を
こ
め
た
る
さ
を
し
か
の
こ
ゑ

遠

鹿

高

階

は
る
か
な
る
麓
の
さ
と
に
聞
ゆ
な
り
み
ね
に
夜
ふ
か
き
さ
を
し
か
の
こ
ゑ
藤
原

三fi.

里子
鹿

＊
 
小
男
鹿
の
な
か
き
夜
す
か
ら
こ
ゑ
た
て
〉
あ
け
て
の
〉
ち
ゃ
野
へ
の
く
さ
ふ
し

＊
 

撞

花

を

浄

意

法

師

女

二二牢

寸二工

秋
こ
と
に
か
は
ら
ぬ
色
を
な
か
め
て
も
は
か
な
き
物
は
あ
さ
か
ほ
の
は
な
権
律
師
仙
覚

ノ＼.

朝
か
ほ
の
タ
か
け
ま
た
ぬ
花
に
こ
そ
定
な
き
世
は
い
と
〉
し
ら
る
れ
原

山
家
撞
花

プU

＊
 

に
は
の
面
は
日
か
け
も
さ
〉
ぬ
谷
の
戸
に
さ
か
り
久
し
き
朝
か
ほ
の
花

一
日
首
可
中
に

：二コ

あ
さ
な
ノ
＼
を
く
－
返
さ
む
し
た
か
主
と
の
野
へ
の
秋
夜
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
連
生

i原＊

仁杢ラ

ノI三

旦
u
k

藤
原

親
朝

蓮
生

法
師

し
一
世
ウ

藤
原

泰
車問

重
氏

泰
旦主
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三
一
本
萩

l
荻
（
彰
）

ニ
一
一
一
一
＊
さ
え
ふ
へ
一
h
i
t

－
さ
へ
－
♂
へ
ぬ
（
学
）
、
さ
え
あ
え
向
（
天
）

五
＊
《
詞
書
》

l
ナ
シ
（
群
）

ニ
ニ
ヰ
ネ
こ
ゑ
ほ
に
｜
こ
ゑ
を
ほ
に
（
学
荒
彰
群
）

ニ
ニ
八
＊
大
納
言
家
に
大
納
言
家
え
（
神
）
、

（
群
）
、
＊
げ
る
！
侍
け
る
（
彰
天
）

ニ
ニ
九
＊
《
合
点
》
｜
ナ
シ
（
天
）

＊
百
庁
1

百
首
歌

＊
 

腐
な
き
て
夜
の
下
葉
の
色
つ
く
は
わ
か
袖
よ
り
ゃ
な
ら
ひ
そ
め
け
ん

さ
え
あ
へ
ぬ
萩
の
上
主
の
め
さ
露
を
一
段
と
み
せ
て
か
り
は
き
に
け
り

区ヨ

罵
か
ね
の
涙
や
か
け
て
み
え
つ
ら
ん
草
菜
に
結
ふ
露
の
玉
章

＊
 
鶴
岳
社
十
首
奇
に

初
雁
の
こ
ゑ
も
ほ
の
か
に
き
こ
ゆ
也
諒
立
わ
た
る
明
ほ
の
〉
空

題

し

ら

す

浄

意

＊
 

あ
ま
を
舟
は
っ
か
り
か
ね
も
時
し
あ
れ
は
こ
ゑ
ほ
に
あ
け
て
鳴
わ
た
る
也
藤
原

か
へ
る
さ
に
花
を
見
捨
し
う
ら
み
ま
て
月
に
は
れ
た
る
初
雁
の
こ
ゑ
清
原

三日．：；..~ミtゴ

秋
風
に
ま
つ
と
し
り
て
や
初
腐
の
い
な
は
の
山
の
み
ね
に
鳴
ら
ん

＊

＊

＊

 

冷
泉
前
大
納
言
家
に
百
首
み
せ
た
て
ま
つ
り
け
る
中
に

久
か
た
の
雲
の
衣
を
雁
か
ね
の
翼
に
か
け
て
秋
は
き
に
け
り

ノ＇－才U

＊
 
あ
さ
と
い
て
の
衣
手
さ
む
み
雁
か
ね
の
き
こ
ゆ
る
空
に
秋
風
そ
ふ
く

一
回
目
『
1
h
H

行

路

秋

奉

天

ゆ
く
す
ゑ
の
ふ
も
と
の
お
は
な
打
な
ひ
き
あ
さ
霧
は
る
〉
野
へ
の
秋
風

秋

夜

雨

藤

原

吹
ま
よ
ふ
あ
ら
し
の
風
に
た
く
ひ
き
て
ね
さ
め
に
か
〉
る
秋
の
む
ら
さ
め

秋
山
さ
と
よ
り
人
の
も
と
へ
申
っ
か
は
し
げ
る

Cコ

藤
）尽

景
綱

蓮
信

去
師

藤

官
H
リ
主
J
h

・7
5
s
E
J

法
師

基
政

公
高
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与
己

一
一
一
一
四
＊
さ
九
め
つ
ん
め
（
彰
天
）
、
＊
あ
九
き
あ
ち
き
（
神
）
、

＊
な
を
ー
な
き
（
彰
天
群
）
、
＊
思
ふ
さ
へ
1

思
さ
へ
（
神

学
荒
彰
天
）
、
お
も
ひ
さ
へ
（
群
）

一一一一五

T
っ
さ
｜
う
き
（
彰
天
）

一
一
一
い
す
浄
忍
法
師
l
浄
意
法
師
（
群
）
、

＊ 

i灰
~ 0コゆ
?..J式へ

な
み
で／－.

の

み
（
彰
）

落

ネ

落

字

三
一
七
土
ハ
ハ
ハ
ハ
一
i
O
0
0
0
0
0
0

（学）、

0
0
0
0
0
0

お
い
そ
か
く
れ
ぬ
イ
〔
青
〕

O
（
荒
）
、
お
い
そ
か
く
れ
ぬ
（
彰
天
群
）

二
回
二
＊
力
、
f
よ
hv

パ
プ
勺
（
天
）
、
め
く
る
ら
め
（
群

12:"ヨ

風
ふ
け
は
草
葉
に
も
ろ
さ
蕗
を
み
よ
み
山
の
秋
の
袖
に
ま
か
へ
て

な
み
た
の
み
身
に
そ
ふ
山
の
ふ
か
き
夜
に
月
も
は
な
れ
ぬ
秋
の
空
か
な

鶴

岳

社

十

首

奇

に

西

円

法

師

＊

＊

＊

＊

 

あ
る
を
こ
そ
な
く
さ
め
さ
ら
め
あ
ち
き
な
く
な
を
思
ふ
さ
へ
月
の
そ
ふ
ら
ん

題

し

ら

す

坂

上

道

清

＊
 

身

の

う

さ

も

忘

れ

や

す

る

と

詠

れ

は

猶

そ

て

ぬ

ら

す

秋

の

よ

の

月

し

ネ

宇

都

宮

神

宮

寺

廿

首

苛

浄

忍

法

師

＊
ゆ
へ

一
俣
の
み
く
も
る
な
ら
ひ
と
し
ら
れ
な
は
う
き
身
を
秋
の
月
ゃ
い
と
は
ん

藤

原

時

朝

館

の

会

に

、

月

を

源

孝

ヰ

い
そ
ち
あ
ま
り
な
れ
こ
し
秋
も
し
ら
れ
つ
〉
く
ま
な
き
月
に
円
ハ
U

題

し

ら

す

藤

原

六
十
ま
て
み
る
へ
き
物
と
思
ひ
き
や
心
の
ほ
か
の
秋
の
夜
の
月

王ヨし一-'. ノ、tコノ＇－TL  

さ
て
も
夜
に
思
ふ
心
や
の
こ
ら
ま
し
見
さ
ら
ん
の
ち
の
秋
の
夜
の
月
円
智

あ
た
ら
夜
の
あ
め
の
う
ち
に
そ
ふ
け
に
け
る
い
る
か
た
は
る
〉
山
の
は
の
月

大
中
臣
能
範

い
つ
の
ま
に
く
ま
な
き
空
の
し
く
れ
つ
〉
は
る
〉
も
や
す
き
秋
の
夜
の
月
親
成

ψ
千

あ
か
て
入
月
に
そ
へ
つ
る
心
こ
そ
か
け
と
な
リ
て
も
ゆ
き
め
く
る
ら
ん

一四（）
Eヨ巳ヨ巨ヨ

円
勇

わ
き
て
み
む
い
く
よ
も
あ
ら
し
な
か
月
の
は
つ
か
に
あ
ま
る
山
の
は
の
月

,_ 

イ丁
時
家
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法
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ニ
四
回
＊
《
合
点
》
十
シ
（
天
群
）
、
＊
は
へ
て
！
は
え
て
（
天
）

二
四
七
本
藤
原
景
綱
｜
藤
原
意
綱
（
彰
）
、
干
お
は
な
ー
を
は
な
（
神

荒
彰
天
）

一
四
八
＊
を
と
ら
ぬ
｜
お
と
ら
ぬ
（
神
彰
天
）

百
九
＊
か
な
し
き
ー
か
な
し
さ
（
神
学
荒
彰
天
群
）

一
回
目

鎌
倉
三
日
間
親
王
家
の
十
首
御
会
に
、
月
前
濡
衣

＊
 

ψ
A
T
 

心
な
き
し
つ
は
た
衣
お
り
は
へ
て
う
た
す
は
夜
は
の
月
に
ね
な
ま
し

里

捧

衣

藤

原

を
と
な
し
の
さ
と
〉
は
い
は
し
す
む
人
の
あ
れ
は
や
今
も
衣
う
つ
ら
ん

百

首

司

中

に

、

山

家

濡

衣

恕

生

秋
風
や
さ
む
く
吹
ら
一
ん
し
か
ら
き
の
と
山
の
さ
と
に
衣
う
つ
也

＊
 

題

し

ら

す

藤

原

＊
 

な
き
あ
か
す
野
原
の
虫
の
思
ひ
草
お
は
な
か
も
と
や
夜
寒
成
ら
ん

宇

都

宮

神

宮

寺

廿

首

奇

に

謙

基

ψ
A
Y
 

秋
の
夜
の
な
か
き
思
ひ
は
を
と
ら
ぬ
に
わ
れ
の
み
と
な
く
益
か
な

題

し

ら

す

西

仁

＊
 
か
な
し
き
は
秋
の
な
ら
ひ
そ
匙
忠
ひ
し
の
ひ
て
な
か
す
も
あ
ら
な
ん

一
四
五

一四一（
一
四
七= ,,__,__ g:<;主

:TL 
ヨヨ
仁コ

司
寸

十
い
郷
の
か
き
ほ
あ
れ
て
や
き
り
／
＼
す
ふ
か
き
蓬
の
つ
ゆ
に
鳴
ら
ん

ヨヨー

J
↓」

F
作
山
内

今
は
〉
ゃ
あ
さ
ち
か
加
も
か
れ
／
＼
に
む
し
の
ね
よ
は
る
秋
風
そ
ふ
く有
噂

三E.

な
さ
か
は
す
法
茅
か
庭
の
止
の
ね
に
な
み
た
を
そ
へ
ぬ
タ
く
れ
そ
な
き

ヨ王

た
ま
く
ら
に
よ
は
り
な
は
て
そ
袈
一
次
の
露
は
し
も
〉
む
す
は
す

一
五
回

成

願

法

師

を
く
一
路
に
あ
さ
ち
か
は
ら
は
う
ら
か
れ
て
さ
ひ
し
く
な
り
ぬ
松
む
し
の
こ
ゑ

i原

親

n 
時
盛

法
師

エヨ．
万え

綱
法
師
L

法
師
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ヨ三L
ヨミ
＊ 

秋
j昆

あ
1さき
風

彰

一
五
六
＊
つ
ね
な
き
｜
つ
札
な
き
（
神
学
荒
彰
天
群
清
）

ニ
五
七
＊
《
合
点
》
｜
ナ
シ
（
天
）

ニ
五
八
三
ニ
嶋
l
三
嶋
社
（
神
学
荒
彰
天
群
）
、
本
《
合
点
》
｜
ナ
シ

（
天
）
、
＊
ま
し
は
も
l
ま
し
は
の
（
彰
天
群
）

二
五
九
＊
司
l
E刊
に
（
神
学
荒
彰
天
群
）
、
＊
会
口
点
》

l
ナ
シ
（
天
）
、

f
bら
す
l
あ
へ
す
（
彰
群
）

一
六
一
＊
葉
法
｜
葉
も
（
学
荒
）

ニ
六
一
一
＊
藤
原
業
綱
｜
藤
原
景
綱
（
神
学
荒
彰
天
群
）

三五
互三己

＊
 

夕
さ
れ
は
あ
は
れ
身
に
し
む
秋
風
を
う
ら
み
か
ほ
な
る
松
虫
の
戸

三五

顕
信
法
師
女

＊
 

し
く
れ
に
も
つ
ね
な
き
色
は
残
け
り
あ
を
葉
ま
し
り
の
峯
の
紅
葉
、
主

一
五
七

け

暮

紅
葉
、
〉
に
入
日
の
か
け
や
残
る
ら
ん
し
た
て
る
山
の
秋
の
タ
雲

＊

2

 

建
長
三
年
九
月
三
嶋
奇
合
に

＊
 
1
1
‘

・

＊

と
山
な
る
な
ら
の
ま
し
は
も
色
っ
き
て
夜
さ
む
に
秋
の
な
り
ま
さ
る
哉

＊
 

宇

都

宮

神

宮

寺

障

子

可

可

京

極

入

道

中

納

言

け

＊

秋
に
あ
ら
す
色
つ
き
そ
め
し
立
同
山
い
ま
は
時
雨
の
そ
め
ぬ
日
そ
な
き

題

し

ら

す

浄

意

い
か
に
し
て
月
の
桂
の
も
み
つ
覧
雲
の
あ
な
た
は
時
雨
し
も
せ
し

一五八
三fi..
才U

一
（
（
）

一一色－ノ＼

藤
原

＊
 

時
雨
行
日
か
す
に
そ
へ
て
か
た
を
か
の
杜
の
木
葉
は
色
ま
さ
り
け

pψ
小藤
原

時
雨
す
る
い
く
旧
の
も
り
の
紅
葉
辻
、
〉
と
は
れ
ん
と
て
や
色
ま
さ
る
ら
ん
想
生

を
し
な
へ
て
時
雨
に
け
り
な
あ
し
ひ
き
の
山
の
は
こ
と
に
色
ま
さ
り
行玄
じ
た

ノミ

ー
六
回

初
時
雨
ふ
る
か
ら
を
の
に
秋
ふ
け
で
な
ら
の
は
か
し
は
色
付
に
け
り

ノ、、
ヨ玉

青
原

は
つ
し
く
れ
い
か
に
そ
む
れ
は
龍
旧
山
み
ね
の
も
み
ち
の
色
ま
さ
る
ら
ん

藤

国
弘

L

一一ロウ

蓮
生

法
師

藤
原

時
明

法
師
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泰
綱

業
綱
L

法
師

法
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時
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ニ
六
七
＊
あ
へ
す
1

あ
え
す
（
彰
）
、
あ
ら
す
（
天
）

木
々
イ

一
六
八
＊
き
し
の

l
き
し
の
（
学
）
、
木
々
の
（
天
）

ち
〉
イ

ニ
吉
＊
ち
」
の

l
ち
え
の
（
尚
子
）
、
ち
え
の
（
荒
群
）
、

の

の
杜
｜
し
の
た
。
も
り
（
彰
）

＊
し
の
た

ニ
七
一
＊
を
し
｜
お
し
（
学
荒
）
、
＊
猶
ー
な
を
（
神
彰
天
群
）

寸三 豆島三

と
き
は
山
い
は
ね
に
残
る
し
た
紅
葉
ふ
き
も
忘
よ
木
枯
の
風

＊
 

秋
と
い
へ
は
忍
ひ
も
あ
へ
す
し
の
ふ
山
い
ろ
に
出
て
も
ち
る
木
葉
哉
信
生

＊
 

ち
は
や
ふ
る
神
な
ひ
山
の
秋
風
に
き
し
の
も
み
ち
ゃ
ぬ
さ
と
ち
る
ら
ん

J 、、
F¥. （九

原

木
葉
ち
る
い
は
せ
の
杜
を
み
わ
た
せ
は
な
ら
し
の
を
か
も
秋
風
そ
ふ
く清
原

＊

申

み
る
ま
〉
に
ち
〉
の
葉
守
の
神
さ
ひ
て
し
の
た
の
杜
に
秋
そ
く
れ
ぬ
る

七〔）
イゴ

j

j

 

托ル
H
H
F

＊

＊

 

を
し
め
と
も
と
ま
ら
ぬ
秋
の
な
こ
り
ま
て
猶
し
た
は
る
〉
ゆ
ふ
く
れ
の
空

（
十
行
分
空
白
）

ーロ

新
和
詩
集
巻
第
四

冬
耳
百
首
膏
よ
み
侍
け
る
中
に
、
初
来
、
を

神
な
ひ
の
杜
の
木
葉
も
か
っ
ち
り
て
し
く
る
〉
空
に
来
、
は
き
に
け
り

七
三

蓮
生

み
や
ま
へ
の
秋
に
わ
か
る
〉
袖
の
う
へ
に
や
か
で
ふ
り
ぬ
る
は
つ
時
雨
哉

山

家

時

雨

西

入

は
つ
し
く
れ
昨
日
も
け
ふ
も
し
か
ら
き
の
と
山
の
旦
に
冬
は
き
に
け
り

＊
 
夕

時

雨

藤

原

一七回

蓮
生

法
師

法
嗣j

基

氏
時
高

泰
車両

藤
原

泰
綱

法
師

法
師

実
好

L 

ウ

L 
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一
一
芸
＊
タ
時
雨
1

ナ
シ
（
学
荒
）
、

＊宍、き
l
さ
む
み
（
天
）

二
七
六
＊
明
輸
l
間
取
（
神
）
、
明
脆
愉
歎
〔
寸
愉
L

字
上
ニ
貼
紙
レ

（
学
）
、
明
愉
（
荒
天
群
）
、
明
＼
愉
つ
輸
」
字
上
ニ
朱
ニ
テ

／
輪

O
印
、
「
輸
」
宇
朱
〕
（
彰
）
、
ネ
思
へ
は
l
思
へ
と
（
天

群）
ま
や
歎
と
ま
や
歎

一一七

7
・
と
山
に
！
と
や
ま
に
（
神
）
、

ゃ
に
（
彰
天
群
）

二七八

f
ゲ
了
と
ー
ー
音
（
学
荒
群
）

＊
ま
せ
に
ー
さ
え
て
（
天

と
や
ま
に
（
学
荒
）
、
！
と
ま

綱
イ

一一八
O

＊
藤
原
基
隆
｜
藤
原
基
隆
（
学
）
、
＊
な
か
れ
！
時
雨
（
群
）
、

本

＊
き
ぬ
ら
ん
｜
き
ぬ
る
ら
ん
（
神
）

円
歎

一一八一＊《調書》
1

ナ
シ
（
神
）
、
工
品
妙
l
高
妙
（
学
）
、

え
ー
を
の
へ
（
神
天
）
、
お
の
へ
（
学
荒
彰
群
）

＊
お
の

一
八
ニ
＊
ば
て
〉
｜
は
て
し
（
彰
）

一一五

＊

＊

 

主
主
よ
ふ
タ
の
空
の
風
主
せ
に
し
く
れ
て
寒
さ
仲
な
月
か
な

＊
 

暁

時

雨

を

権

少

僧

都

明

輸

夜
も
い
ま
は
あ
け
ぬ
と
思
へ
は
あ
し
曳
の
山
か
き
く
も
り
降
時
雨
か
な

海

辺

時

雨

藤

原

＊
ま
や
歎

お
き
つ
風
よ
そ
の
む
ら
雲
さ
そ
ひ
き
で
あ
ま
の
と
山
に
時
雨
降
也

題
し
ら
す

七
六

寸ニゴ
ー七ゴ

七J
ノ＇－

＊
 

雲
ち
か
き
み
山
の
い
ほ
の
し
る
し
と
て
時
雨
の
を
と
の
こ
と
に
は
け
し
き
行
円

t• 
ブU

く
も
ま
よ
ふ
タ
の
風
と
み
し
ほ
と
に
此
旦
ま
て
も
時
雨
き
に
け
リ

八

O

＊
 
藤
原

＊

＊

 

な
か
そ
ら
に
う
き
た
る
店
長
の
い
つ
く
よ
り
風
に
ま
か
せ
て
な
か
れ
き
ぬ
ら
ん

＊
 
鶴

岳

社

十

首

再

に

、

故

郷

時

雨

を

藤

胤

＊

＊

 

高
妙
の
お
の
え
の
み
や
の
タ
し
く
れ
山
も
と
か
け
て
ふ
ら
ぬ
日
も
な
し

後
久
我
太
政
大
臣
家
に
三
百
六
十
首
司
み
せ
た
て
ま
つ
り
け
る
中
に
藤
原

ノ＇－-''-

＊
 

よ
の
中
を
あ
き
は
て
〉
よ
り
村
時
雨
ふ
る
は
わ
か
身
の
涙
成
け
り

題
し
ら
す

坂
上

，ー＼

一
あ
ら
し
吹
庭
の
木
葉
の
ふ
る
郷
に
し
く
れ
せ
ぬ
よ
も
袖
は
ぬ
れ
け
り
藤
）反

/'-. 
Eヨ

時
雨
つ
〉
山
の
木
の
葉
の
故
郷
に
あ
か
す
ち
れ
と
や
あ
ら
し
ふ
く
ら
ん＊
 

河

上

落

葉

藤

原

組
長

蓮
生

法
師

法
師

某
｜：全

景
綱

時
朝

准
笠
間

重
点！主

時
朝

L 

ウ

← 52 -



朝

一
八
五
＊
藤
原
時
朝
｜
藤
原
時
朝
〔
本
行
「
朝
」
字
寸
部
」
ト
モ
判

読
可
〕
八
彰
）

一
八
六
＊
を
と
｜
音
（
群
）

ニ
八
七
＊
う
つ
む
｜
う
つ
る
（
彰
）

こ
か
け
く
も
ら

＊
《
下
旬
》
｜
海
山
か
け
て
ち

も
み
ち

ニ
八
九
＊
楓
を
ー
も
み
ち
ゃ
（
神
）
、

ぬ
冬
の
よ
の
月

る
も
み
ち
哉
〔
本
行
朱
減
、
傍
記
朱
〕
（
彰
）

ニ
吉
＊
《
作
者
名
・
歌
》
｜
〔
小
字
行
間
朱
補
〕
（
彰
）

一
号
一
＊
を
け
！
お
け
（
神
学
荒
天
）

一
九
四
＊
を
の
つ
か
ら
i
お
の
つ
か
ら
（
彰
天
）

一
九
五
本
羽
を
と
ー
を
と
に
（
学
荒
）
、
は
お
と
（
彰
）

紅
葉
〉
の
な
か
れ
て
い
つ
る
み
な
と
か
は
こ
れ
や
錦
の
う
ら
と
い
ふ
ら
ん

題

し

ら

す

浄

意

＊
 

二
八
六
吹
す
く
る
を
と
は
ひ
と
つ
に
た
く
ひ
き
て
よ
は
る
嵐
に
散
木
の
は
哉
藤
原

牢

あ
ら
し
山
さ
そ
ふ
も
み
ち
ゃ
う
つ
む
ら
ん
麓
の
里
は
み
ち
ま
よ
ふ
也
想
生

も
み
ち
楓
ち
る
あ
ら
し
の
山
の
片
か
け
は
し
く
る
と
み
え
て
〉
り
ま
さ
り
け
り

八
五

一
八
七

ノ.，
ノ＇－

ノ＇－
ブb

＊

も

み

ち

＊

や
ま
風
や
残
る
楓
を
は
ら
ふ
ら
ん
木
陰
く
も
ら
ぬ
冬
の
夜
の
月

坂
上

ニ
九
（
〕

も
み
ち

さ
〉
波
や
ひ
ら
の
高
ね
の
木
か
ら
し
に
海
山
か
け
て
ち
る
楓
哉

プU

山
川
の
水
は
木
葉
に
う
つ
も
れ
て
空
に
の
み
す
む
冬
の
夜
の
月

藤
原

長
き
夜
の
ま
た
明
や
ら
ぬ
し
は
の
戸
の
ね
さ
め
に
寒
き
木
枯
の
か
せ
謙
基

＊
 

二
九
一
一
一
初
霜
の
け
さ
色
ノ
＼
に
見
え
つ
る
は
う
つ
ろ
ふ
菊
に
を
け
は
な
り
け
り

ブU一
九
四

＊
 
を
の
つ
か
ら
秋
み
し
色
も
な
か
り
け
り
霜
の
下
な
る
庭
の
白
菊

百

首

寄

に

蓮

生

ψ
小

タ
か
り
に
烏
ふ
み
た
つ
る
な
ら
し
は
の
羽
を
と
ま
き
れ
て
一
摂
ふ
る
也

蓮

生

法

師

八

十

賀

扉

風

司

冷

泉

前

大

納

言

一
九
五

法
師

泰
網

法
師

藤
原

仲
兼

道
清

藤
原
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ニ
九
六
本
あ
し
ろ
の
｜
あ
し
ろ
さ
（
彰
）

ら
歎

一
九
七
本
つ
』
ら
｜
つ
ら
〉
（
神
学
荒
彰
天
群
）

一
九
八
＊
く
る
ー
か
へ
る
（
神
）
、
＊
を
と
｜
音
（
神
学
荒
天
群
清
）

の
イ

5
0
・
本
人
そ
｜
人
そ
（
彰
）

一
己
一
＊
猶
ー
な
を
（
学
荒
彰
天
群
）

一C
一
言
雪
の
｜
雪
比
（
神
）

一九六

＊
 

風
さ
む
み
う
ち
の
あ
し
ろ
の
日
を
へ
て
は
い
さ
よ
ふ
波
も
か
つ
こ
ほ
り
つ
〉

宇

都

宮

神

宮

寺

廿

首

耳

に

浄

忍

訟

師

＊

ら

歎

瀬
た
え
し
て
な
か
れ
も
や
ら
ぬ
ふ
る
河
の
み
さ
ひ
な
か
ら
に
つ
〉
ら
ゐ
に
け
り

題

し

ら

す

尼

西

＊

＊

 

ま
き
も
く
の
あ
な
し
の
一
川
や
こ
ほ
る
ら
ん
も
り
く
る
水
の
を
と
む
せ
ふ
也
平

光

よ
し
野
山
花
よ
り
の
ち
の
さ
ひ
し
さ
を
け
ふ
な
く
さ
む
る
嶺
の
初
雪
証
定

一九七

蓮
L

ゴじ
ノ＇＇－

らい
h

・4zs」，

一九九

法
師

Cコ
ζコ

＊
 

降
雪
は
花
と
ま
か
へ
と
よ
し
の
山
春
よ
り
さ
き
に
と
ふ
人
そ
な
き

深
山
初
雪

ψ
小

木
葉
に
も
た
え
て
久
し
き
み
山
ち
を
猶
ふ
り
う
つ
む
け
さ
の
初
雪

百

首

奇

に

蓮

生

と
き
は
木
の
し
け
き
み
山
に
降
雪
は
木
末
よ
り
こ
そ
ま
つ
つ
も
り
け
れ業
主
れ

↓ロ
H
川

tuuw

本

は
れ
や
ら
て
時
し
も
わ
か
す
ふ
る
雪
の
つ
も
り
で
た
か
き
ふ
し
の
し
は
山

鶴

岳

社

十

首

再

に

藤

原

景

綱

い
か
は
か
り
み
ゆ
き
ふ
る
ら
し
か
ひ
か
ね
は
さ
や
に
も
み
え
す
雲
の
か
〉
れ
る

山

雪

を

清

原

時

季

平
も
木
も
春
に
し
ら
れ
ぬ
花
さ
き
て
雪
に
と
き
は
の
山
な
か
リ
け
つ

坂
上

~＇（ 

光

Cコ

法
師

仁コ

泰
綱

〈コ一C四Cコ
三三

j

－！：
I
l
l
．，
 

5
R
宇
r
H
i
A叶一回ノ

士
ノ
ヂ
ド
ロ
ロ

ι
J

C)  

ノ、

花
な
ら
は
さ
か
ぬ
柏
も
ま
し
ら
ま
し
な
へ
て
雪
ふ
る
み
よ
し
の
〉
山
イ
風

iま
n~1 
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一C
七
＊
む
は
玉
｜
烏
羽
王
（
群
）

一
口
八
＊
明
輸
l
明
聡
（
神
）
、
明
愉
（
学
荒
群
）
、
明
愉
（
天
）

0
・
f
乞
の
つ
お
の
つ
（
彰
清
）
、
＊
跡
｜
路
（
清
）

二
＊
お
く

l
を
く
（
天
）

一
一
三
一
＊
中
納
言
家
｜
中
納
言
家
へ
（
神
彰
天
群
）
、
中
納
言
家
に

奇

（
学
荒
）
、
＊
千
首
再
千
首
。
（
彰
）
、
＊
藤
原
円
ハ
一

朝

藤
原
時
朝
（
学
荒
天
群
）
、
藤
原
時
朝
〔
本
行
「
朝
L

字

「都
L

ト
モ
判
読
可
〕
（
彰
）
、
＊
を
と
｜
お
と
（
彰
）

峯

一ニ一一一一＊峯の
1

岸
の
（
彰
）

る
イ

回
＊
け
る
｜
け
り
つ
る
イ
L

朱
い
（
彰
）

フ『

＊ 

｜む
おら
と｜
♀む

革ととら
）彰

＊
お
れ
が
一
れ
（
神
彰
）
、

＊
を
と

七
＊
げ
ふ
り
と
｜
煙
も
（
学
彰
天
群
）

一C七

＊
 

し
ら
雪
の
消
ぬ
か
き
り
は
む
は
玉
の
く
ろ
か
み
山
も
な
の
み
成
け
り

都
＊

故

寺

雪

権

少

僧

o
明
輸

麓
に
は
あ
か
井
の
水
も
あ
ら
し
山
む
す
ふ
氷
に
つ
も
る
し
ら
雪

山

家

雪

藤

原

泰

重

か
り
そ
め
に
結
ひ
し
柴
の
庵
な
れ
と
雪
ふ
る
さ
と
〉
成
に
け
る
哉

故

郷

雪

橘

友

家

女

＊

＊

 

を
の
つ
か
ら
と
ひ
こ
し
人
も
白
雪
の
ふ
る
さ
と
い
ま
は
跡
た
え
に
け
り

百

首

豆

町

中

に

坂

上

＊
 

し
か
ら
き
の
と
山
も
ふ
か
く
降
雪
に
ひ
は
ら
か
お
く
を
思
ひ
こ
そ
や
れ

＊

＊

＊

 

京
梅
中
納
言
家
千
首
耳
み
せ
た
て
ま
つ
り
け
る
中
に
藤
原

＊
 

降
雪
に
う
つ
も
れ
ゆ
け
は
柴
の
と
を
た
〉
く
あ
ら
し
の
を
と
っ
れ
も
な
し

題

し

ら

す

西

普

＊
 

月
か
け
の
さ
す
に
ま
か
す
る
柴
の
戸
を
た
〉
く
や
峯
の
嵐
成
ら
ん

一C八につ
ゴ＇＂ζコ巨王ヨ

f
生

に

＊

と
ふ
人
の
あ
と
な
き
ゃ
と
の
さ
ひ
し
さ
も
庭
の
雪
。
そ
あ
ら
は
れ
に
け
る
藤
原

さ
を
し
か
の
跡
は
か
り
し
て
山
里
の
雪
の
あ
し
た
は
さ
ひ
し
か
り
け
り

ヨヨジミミ

源

親

＊

＊

＊

 

ふ
る
ゆ
き
に
み
つ
の
む
ら
あ
し
下
お
れ
て
を
と
も
か
れ
ゆ
く
冬
の
う
ら
風

丹
波
広
長
朝
臣

＊
 

そ
こ
と
た
に
け
ふ
り
と
み
え
す
白
妙
の
雪
の
下
な
る
し
ほ
か
ま
の
浦
蓮
生

ーに；

道
清日法師
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三
八
＊
ま
て
も
み
ち
｜
ま
て
も
も
み
ち
（
荒
）
、

た
へ
た
る
（
神
）
、
た
へ
な
る
（
彰
）

九
＊
八
刀
し
わ
け
て
（
彰
天
）

己
＊
哀
l
あ
わ
れ
（
彰
）
、
＊
を
の
1

お
の
（
彰
）

一
＊
い
は
｜
い
わ
（
天

そ
こ

す一一一
27
そ
こ
｜
そ
ら
（
神
荒
）
、
空
（
学
）
、

ね
（
天
）

＊
た
え
た
る

i

ネ
一
こ
ゑ
l
ひ
と
り

一
六
＊
神
行
邦
！
神
行
郊
（
神
学
荒
彰
群
）

七
＊
さ
え
て
ー
さ
へ
て
（
彰
）

け
イ

三
二
八
＊
こ
す
を
｜
こ
す
を
（
学
）
、
こ
す
け
（
彰
天
群
）
、

ー
河
原
（
群
）

＊
け
刀
一
）

j

 

権
律
師
隆
快
L

ユ五ウ

＊

＊

 

い
に
し
へ
の
あ
と
ふ
み
つ
く
る
雪
の
中
に
哀
も
ふ
か
し
を
の
〉
山
さ
と

山

路

雪

藤

原

朝

氏

ψ
A
T
 

か
よ
ひ
こ
し
跡
ふ
り
う
つ
む
雪
の
中
に
ふ
み
た
か
へ
た
る
い
は
の
か
け
み
ち

樵

路

雪

清

原

公

高

み
ち
そ
と
は
心
あ
て
に
や
わ
け
つ
ら
ん
雪
よ
り
い
っ
る
冬
の
山
人

沼

水

鳥

安

部

泰

弘

＊

＊

 

ち
り
つ
も
る
山
の
木
葉
に
か
く
れ
ぬ
の
そ
こ
と
も
し
ら
ぬ
を
し
の
一
こ
ゑ

月

前

水

鳥

近

阿

法

師

雲
か
と
て
い
と
へ
は
や
か
で
す
き
に
け
り
月
に
よ
こ
き
る
あ
ち
の
村
鳥

河

水

鳥

平

忠

み
な
と
風
さ
む
き
ゅ
ふ
へ
の
し
ほ
さ
び
に
い
は
か
は
の
ほ
る
鴨
の
村
烏＊・

宇

都

宮

神

宮

寺

廿

首

苛

に

神

行

あ
し
の
ね
の
し
け
き
入
江
の
水
お
は
下
や
す
か
ら
ぬ
ね
を
や
鳴
ら
ん

河

辺

千

鳥

信

生
ψ
A
Y
 

月
影
も
き
よ
き
河
原
に
霜
さ
え
て
夜
や
更
ぬ
ら
ん
千
鳥
鳴
也

ノ＂

＊

＊

 

こ
ぬ
ま
で
も
み
ち
あ
る
ほ
と
は
ま
た
れ
け
り
思
ひ
た
え
た
る
山
の
白
雪藤
原

ブ1...

一台

ふ
み
が
し
も
み
ち
の
跡
も
見
え
ぬ
ま
で
又
小
り
か
く
す
庭
の
白
玉

Cコ区耳ヨ玉．寸ゴノ＂

＊

＊

 

し
も
ふ
か
き
い
は
か
き
こ
す
を
ふ
み
八
刀
て
か
よ
ふ
川
辺
に
ち
と
り
鳴
也＊
 
賀
茂

基
政

- 56ー
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法
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藤
原

主ヨ．
正式

綱
有
忠



五
＊
賀
茂
有
忠
｜
賀
茂
在
忠
（
彰
天
）

（
配
彰
）

＊
さ
む
し
ー
さ
ひ
し

己
＊
こ
ゑ
も
！
こ
ろ
も
（
彰
天
群
）

一
キ
な
ら
ー
な
た
（
学
荒
）
、
な
こ
（
彰
天
群
）

百
＊
か
』
る
ー
か
く
る
（
神
学
荒
彰
天
群
）

五
＊
《
合
点
》
｜
ナ
シ
（
天
群
）
、

＊
お
な
し
ー
を
な
し
（
彰
）

＊
お
い
｜
お
ひ
（
神
天
）

三
吉
一
廿
＊
お
し
む
ー
を
し
む
（
神
）

冗
＊
猶
ー
な
を
（
神
学
荒
彰
天
）

五
＊
日
か
す
l
ひ
か
り
（
彰
天
）

ブU

＊
 

風
わ
た
る
む
つ
問
の
よ
と
の
川
千
鳥
鳴
ね
も
さ
む
し
冬
の
ゆ
ふ
く
れ
藤
原

泰
桐

ζコ

海
辺
千
鳥

＊
 

さ
よ
こ
ゑ
も
さ
え
行
袖
の
し
ほ
風
に
こ
と
う
ら
か
け
て
鳴
千
鳥
哉
丹
波
忠
茂
朝
臣

う
な
は
ら
や
が
ら
の
し
ほ
ひ
の
浜
千
鳥
鳴
ね
も
さ
え
て
浦
風
そ
ふ
く

磯

千

鳥

清

原

公

高

有
明
の
月
か
た
ふ
き
て
松
し
ま
や
を
し
ま
か
磯
に
千
鳥
な
く
也

タ

鷹

狩

行

円

法

師

か
り
く
ら
す
か
た
の
〉
き
〉
す
き
こ
ゆ
也
ふ
み
の
こ
し
た
る
草
は
な
け
れ
と

神

楽

座

蓮

法

師

＊
 

庭
ひ
た
く
あ
た
り
も
さ
ゆ
る
冬
の
よ
に
し
も
の
し
ら
ゆ
ふ
か
〉
る
さ
か
き
は
」
美
ウ

題

し

ら

す

信

生

法

師
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＊
 
＊

＊

 

お
い
ぬ
れ
は
や
す
く
も
年
の
く
る
〉
哉
昔
も
お
な
し
月
日
な
れ
と
も
j原

仁土，
刀す

景

一_,_ ノ、、

あ
は
れ
わ
か
命
の
ほ
と
を
思
ふ
に
も
過
る
は
お
し
き
年
の
暮
哉

浄
忍

法
師

寸三

ψ
や

ゆ
く
と
し
を
い
ま
い
く
た
ひ
か
お
し
む
へ
き
身
な
か
ら
し
ら
ぬ
命
成
け
り
藤
原

時
朝

ノ＇－

＊
 

行
年
の
け
ふ
も
く
れ
な
は
ま
す
鏡
う
つ
り
し
か
け
も
猶
や
か
は
ら
ん

歳
中
に
春
の
た
ち
け
る
つ
こ
も
り
に
よ
み
侍
け
る

法
師

浄
意

ブU

＊
 

あ
ゃ
な
し
や
け
ふ
を
か
き
り
の
こ
と
し
た
に
思
へ
は
は
る
の
日
か
す
な
り
け
り



一
回
一
＊
八
十
賀
し
侍
｜
八
十
賀
に
侍
（
天
）

も
（
学
荒
群
）

＊
わ
れ
も
｜
こ
れ

一
言
一
言
年
の
を
l
年
の
お
（
天
）

三
四
回
＊
八
十
！
ゃ
う
と
（
神
）
、
八
十
年
（
学
荒
群
）
、

そ

な
を
も
（
彰
）
、
な
を
そ
（
天
）

三
四
五
＊
を
よ
ふ
｜
お
よ
ふ
（
神
彰
天
）
、
＊
猶
ー
な
を
（
彰
天
）

三
四
六
＊
や
そ
ち
ー
や
と
せ
（
神
）
、
八
十
年
（
学
荒
）
、
＊
千
と
の

ち
ー
や
う
せ
の
（
神
）
、
千
と
せ
の
（
学
荒
彰
天
群
）
、

ー
な
を
（
彰
天
群
）

＊
猶
そ
｜

コ
一
三
三
百
書
》
｜
八
十
賀
し
侍
し
時
の
歌
に
釘
詑
壁
掛
岬

副
山
（
清
）
、
と

21743ぷ（清）

ル
歎

一
四
八
＊
け
り
け
り
（
学
）
、
け
る
（
彰
天
群
清
）

＊ 

猶

行
分
空
白
）

E耳

新
和
詩
集
巷
第
五

賀
奇
百

首

奇

に

、

寄

鶴

祝

藤

原

あ
ま
の
原
告
一
目
井
の
た
つ
の
こ
ゑ
な
か
ら
空
に
も
千
世
の
は
し
め
を
そ
し
る

＊
 
八

十

賀

し

侍

し

時

の

奇

に

蓮

生
＊
 

の
り
の
み
ち
あ
と
ふ
む
か
ひ
は
な
け
れ
と
も
わ
れ
も
や
そ
ち
の
春
に
逢
つ
〉

冷
泉
前
大
納
言

は
か
り
な
き
命
は
八
十
た
も
ち
き
ぬ
末
の
み
の
り
の
よ
ろ
つ
よ
も
み
よ

王手
綱

回。

法
師

巨ヨ一四一一一

士
御
門
大
納
言

申
申

八
十
ま
て
久
し
く
へ
た
る
年
の
を
の
な
か
き
か
ひ
あ
る
春
に
あ
ふ
ら
し
権
中
納
言

一四四

＊

ヰ

め
く
り
あ
ふ
か
き
り
も
し
ら
ぬ
春
な
れ
は
八
十
の
す
ゑ
も
猶
そ
久
し
き

左
京
権
大
夫
信
実
朝
臣

＊

＊

 

わ
か
よ
は
ひ
君
か
や
そ
ち
に
を
よ
ふ
て
ふ
猶
ゆ
き
つ
れ
の
千
代
を
待
け
る

左
中
将
経
定
朝
臣

＊

＊

（

7

7

）

＊

 

や
そ
ち
ふ
る
け
ふ
を
千
と
の
は
し
め
に
て
猶
行
末
の
ほ
と
そ
久
し
き

一四五四一］

少
将

＊
 
な
を
も
又
ち
ょ
の
よ
は
ひ
の
し
る
き
哉
今
の
や
そ
ち
の
心
な
ら
ひ
に
弁

叩

戸

、

＊

は
る
か
な
る
人
の
よ
は
ひ
を
か
そ
ふ
れ
は
か
つ
ノ
＼
今
も
や
そ
ち
成
け
り

、r、

Yョ

イ寺

＊ 

内
侍

一一回八
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四
九
＊
猶
ー
な
を
（
学
荒
彰
天
群
）

え
さ
、
こ
と
ふ
る
（
荒
）

た
歎

＊
こ
た
ふ
る
l
－
一
と
ふ
る

＝一五
O

＊
長
忠
｜
長
恵
（
学
荒
彰
天
群
）
、
＊
さ
か
。
ー
さ
か
の

（
神
）
、
＊
猶
ー
な
を
（
学
荒
彰
天
群
）

一五一ネ老
l
お
び
（
学
荒
）

一
芸
一
＊
ま
も
ら
ん
l
ま
も
る
ら
ん
（
学
荒
）
、
守
ら
ん
（
群
）

Z

一五五本題
l
た
ひ
（
天
）
、
＊
色
l
ゐ
ろ
（
天
）

一
五
六
本
と
き
は
！
と
き
わ
（
学
荒
天
）
、
本
お
り
l
折
（
神
学
荒
群

清）

吉
一
五
七
＊
い
く
め
く
り
｜
め
く
り
き
て
（
天
）
、

に
ー
み
か
け
そ
と
も
に
（
天
）

ド
み
か
斗
け
と
、
J
D

一
言
八
＊
そ
へ
て
｜
そ
ひ
て
（
彰
天
）

五
九
＊
君
、
日
君
の
（
宮
市
）

＊

＊

 

か
そ
へ
し
る
や
そ
ち
の
峯
の
恰
か
せ
に
猶
よ
ろ
っ
代
と
山
そ
こ
た
－
小
るーーかtL十

ヨ王
Cコ

＊

は

＊

西
の
山
八
十
の
さ
か
。
た
か
く
と
も
猶
の
ほ
る
へ
き
み
ね
そ
は
る
け
き
日
吉
禰
宜
成
茂

王三

＊
 

神
に
い
の
る
や
そ
ち
の
か
す
は
老
ら
く
の
よ
ろ
つ
よ
ふ
へ
き
は
し
め
成
け
り

稲

田

姫

桂

十

首

奇

に

、

寄

神

祇

祝

藤

一

胤

＊
 

詰
か
代
も
我
よ
の
末
も
久
か
た
の
あ
ま
く
た
り
ま
す
伸
そ
ま
も
ら
ん

寄

河

祝

平

水
上
も
な
か
れ
の
す
ゑ
も
す
み
た
川
に
こ
ら
ぬ
み
よ
の
た
め
し
成
け
り

藤
原
時
朝
在
京
之
時
会
し
侍
け
る
に
、
寄
神
祇
祝

玉
津
嶋
神
の
う
け
〉
る
し
る
し
と
て
色
あ
る
人
や
光
ま
さ
ら
ん

＊
 
題
し
ら
す

＊
 

い
そ
の
神
ふ
る
の
祉
の
さ
か
木
葉
の
色
も
か
は
ら
ぬ
君
か
御
代
哉

ヨヨLヨヨ．一五回
ヨヨ．
三Ei.

まヨ己ノ、、

顕
信
法
師
女

＊

＊

 

わ
か
君
の
と
き
は
か
き
は
の
た
め
し
と
や
神
代
の
榊
お
り
は
し
め
け
ん

寄

月

祝

源

宗

景

＊

＊

 

く
も
り
な
き
月
も
千
年
の
い
く
め
く
リ
君
か
み
か
け
と
〉
も
に
す
む
ら
ん

寄

松

祝

藤

原

真

義

＊
 

君
か
代
の
〉
と
け
き
春
の
色
そ
へ
て
み
と
り
そ
ふ
か
き
野
へ
の
わ
か
松浄
意
法
師
女

ヰ

神
代
よ
り
思
へ
は
久
し
す
み
よ
し
の
松
を
や
持
か
た
め
し
に
は
せ
ん

ヨ三
一七ゴ

一
五
八

三玉．
ゴu

下

里子

長ホ
店、

時
半耳

市
川
N

I
F
五
a

定

惟
宗

行
経
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一
六
口
＊
宇
都
宮

l
宇
都
官
へ
（
彰
天
群
）

（
神
彰
天
群
）

持
つ
ゐ
て

i
つ
い
て

一
六
一
本
た
い

l
た
ひ
（
天
）
、
＊
こ
と
の
｜
こ
と
（
天
）

ふ

一
三
（
ニ
＊
思
ふ
に
も

l
お
も
ひ
に
も
（
神
）
、
思
に
も
（
天
）

一
一
六
五
＊
え
ひ
す

i
ゑ
ひ
す
（
学
荒
彰
天
群
）
、

の
（
神
）
、
う
へ
の
（
天
）

行
J

つ

？
っ
つ
の
｜
う
へ

ユ
宗
本
く
た
り

i
く
た
り
て
（
神
学
荒
彰
天
群
）
、
＊
つ
け
し
か

ー
つ
け
〉
る
（
学
荒
彰
天
群
）
、
＊
み
と
〉
ろ

l
み
と
こ

ろ
（
神
学
荒
彰
天
群
）

一
六
八
＊
太
神
宮
へ
｜
大
神
宮
へ
（
彰
天
）
、
太
神
宮
に
（
群
）

（
九
＊
奈
草
｜
葵
百
十
（
神
学
荒
彰
天
群
）

村I
F氏
司

＊

（

マ

マ

）

＊

少
将
に
て
宇
都
宮
く
た
り
特
け
る
つ
ゐ
て
に
白
河
の
関
見
侍
て

ノ、、
にコ

権
中
納
言

し
ら
川
の
せ
き
の
あ
る
し
の
官
は
し
ら
た
か
ょ
に
た
て
し
ち
か
ひ
成
ら
ん

＊
 
た

い

し

ら

す

有

尊

法

師

＊
 

白
河
の
関
も
る
神
も
心
あ
ら
は
我
思
ふ
こ
と
の
末
と
を
さ
な
ん

日

光

山

に

て

神

祇

奇

よ

み

侍

け

る

中

に

権

律

師

謙

忠

＊
 

す
へ
ら
き
の
お
さ
ま
る
御
代
を
思
ふ
に
も
く
に
と
こ
た
ち
の
末
そ
は
る
け
き

し
る
ら
め
や
と
よ
あ
し
原
の
あ
し
か
ひ
の
ひ
ら
け
で
な
れ
る
く
に
つ
神
と
は

よ
を
て
ら
す
日
の
ひ
か
り
こ
そ
の
と
か
な
れ
神
の
な
に
お
ふ
山
の
か
ひ
よ
り

宇
都
宮
に
よ
み
て
奉
り
け
る

＊

＊

 

東
路
や
お
ほ
く
の
え
ひ
す
た
い
ら
け
て
そ
む
け
は
う
つ
の
宮
と
こ
そ
き
け

＊
 

宇
都
宮
に
く
た
り
侍
け
る
に
、
当
社
三
所
大
明
神
は
旅
人
を
あ
は
れ

キ

み
給
と
き
〉
て
、
宝
殿
の
は
し
ら
に
L

か

き

つ

け

し

か

藤

原

＊
 

た
ひ
人
の
心
や
す
め
よ
ち
は
や
ふ
る
み
と
〉
ろ
神
も
さ
そ
ち
か
ふ
な
る

三

わ

の

社

に

て

蓮

生

ふ
り
に
け
る
神
代
の
杉
は
そ
れ
な
か
ら
た
つ
ぬ
る
人
や
か
は
り
行
ら
ん

＊
 

修

行

の

時

太

神

宮

へ

ま

い

り

て

信

生

年
ふ
と
も
色
は
か
は
ら
し
神
か
せ
や
い
す
〉
か
は
ら
の
水
の
し
ら
波

ヨ

茂

の

み

あ

れ

に

ま

い

り

で

よ

み

侍

け

る

藤

原

’Ho

（ママ）

そ
の
か
み
に
心
を
か
け
し
薬
草
け
ふ
の
み
あ
れ
に
か
さ
す
う
れ
し
さ

＊
 
題
し
ら
す

一ニ六一一
一一一六四

ノ＼

三Ei..ノ、、
ノ＼

寸コ
／、、
ノーL（九
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ヨ
一
七
口
＊
題
l
た
ひ
（
天
）

一七一一一本たい
1

た
ひ
（
天
）
、
＊
け
る
｜
け
り
（
彰
天
群
）

一
七
回
＊
再
に
！
司
（
学
荒
彰
天
群
）

石
五
＊
《
合
点
》

l
ナ
シ
（
天
）

天）

＊
し
ま
ね
を
｜
し
ま
ね
は
（
彰

一
二
七
六
＊
を
し
ほ
山

l
お
し
ほ
山
（
神
）
、
お
し
を
山
（
天
）
、

は
ら
ぬ
ー
か
わ
ら
ぬ
（
学
）

一
七
八
＊
康
嶋
社
l
鹿
嶋
社
（
学
荒
彰
天
群
）

て
（
神
学
荒
群
）

土
広
い
り
こ

l
参

＝
一
七
九
＊
猶
ー
な
を
（
神
学
荒
天
）

＊ 

か

寸ゴ
仁コ

神
山
や
け
ふ
の
か
さ
し
の
あ
ふ
ひ
草
か
く
る
た
の
み
の
ゆ
く
ゑ
し
ら
せ
よ
覚
願

い
く
と
せ
か
波
の
し
ら
ゆ
ふ
か
げ
つ
ら
ん
き
し
へ
に
た
て
る
住
吉
の
松

鶴

岳

社

十

首

茸

に

藤

原

す
み
よ
し
の
神
の
い
か
き
は
ふ
り
な
か
ら
い
つ
も
か
は
ら
ぬ
松
の
む
ら
立

＊
 
た

い

し

ら

す

藤

原

本

住
吉
の
松
の
み
と
り
は
か
は
ら
ぬ
に
と
し
へ
に
け
る
と
い
か
て
し
る
ら
ん

＊
 

宇

都

宮

神

宮

寺

廿

首

司

に

平

秀

す
み
よ
し
の
松
は
か
き
り
も
な
か
り
け
り
は
ま
の
真
砂
の
か
す
に
ま
か
せ
て

住

吉

社

に

ま

い

り

で

藤

原

親

朝

＊
 
1
l
i

＊
 

し
き
し
ま
や
山
と
し
ま
ね
を
す
み
よ
し
と
さ
た
め
て
神
も
あ
と
や
た
れ
け
ん

百

首

苛

の

中

に

、

社

頭

月

藤

原

泰

綱

＊

＊

 

を
し
ほ
山
松
も
久
し
き
神
代
よ
り
か
は
ら
ぬ
月
の
影
そ
の
と
け
き

- 61ー

法
師

七ゴ

朝
景
L

二
九
ウ

寸ゴ

親
時
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五

七
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綱

ロロ

跡
た
る
〉
神
の
ち
一
か
ひ
や
か
〉
る
ら
ん
あ
ふ
く
み
山
の
秋
の
夜
の
月

＊
（
マ
マ
）
＊

検
非
違
使
に
な
り
て
2H襖
始
に
鹿
嶋
社
に
ま
い
り
て
よ
み
侍

士ゴ
I¥. 

藤
原

ゆ
ふ
た
す
き
か
け
て
い
の
り
し
白
妙
の
袖
に
も
け
ふ
は
あ
ま
る
う
れ
し
さ

五
位
尉
に
な
り
侍
て
宇
都
宮
に
ま
い
り
で
よ
み
侍
る

＊
 

し
め
は
ふ
る
あ
け
の
五
か
き
う
つ
つ
き
で
猶
色
主
さ
る
我
挟
か
な

山
十
部

LV神
宮

寺

什

首

可

に

謙

某

一

法

師

妹

ふ
た
つ
な
き
み
つ
な
き
の
り
の
一
主
か
つ
ら
神
も
心
に
か
け
て
あ
は
れ
め

時
朝
L

tニー
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一
ニ
八
一
＊
お
ほ
っ
山

l
お
ほ
え
山
（
彰
群
）
、
お
ほ
へ
山
（
天
）
、

＊
た
え
せ
ね

i
た
え
せ
ぬ
（
神
学
荒
）
、
た
へ
せ
ね
（
彰
）
、

＊
あ
は
れ
｜
あ
わ
れ
（
彰
）

一
平
八
三
ネ
日
光
山
に
！
日
光
山
（
天
）
、
＊
な
に
事
な
に
か
と

り
イ
い
イ

（
神
）
、
＊
よ
り
い
た

l
ょ
に
冷
た
〔
傍
記
横
ニ
不
審
祇
〕

（
学
）
、
ょ
に
は
た
（
荒
）

一
ニ
八
四
ネ
月
も

l
月
を
（
彰
天
群
）
、

＊ 

雲：
（ま

ヒ空雲
；土

学

ケ日
｝斗

id-

（荒）

ネ
釈
教
l
尺
教
奇
（
群
清
）

一
ユ
八
五
＊
賀
し
侍
｜
賀
に
侍
（
天
）
、

本
空
も
l
i
空
は
（
群
）

三
八
六
本
大
夫
｜
太
夫
（
神
荒
天
）
、
＊
よ
の
影
｜
月
影
（
彰
天
群
）

なサ

一
一
一
八
す
権
中
将
l
権
中
納
言
（
沖
）
、
権
中
納
言
（
彰
）

一
二
八
八
＊
お
な
し
を
な
し
（
沖
）

一
一
一
八
九
＊
《
詞
書
》
八
十
賀
し
侍
げ
る
に
出
札
一
昨
臨
時
一
位
一
岬
（
清
）
、

＊
お
し
ふ
る
ー
を
し
ふ
る
（
神
群
清
）
、
＊
さ
ほ
か
、
初
ー

さ
り
か
め
（
清
）

ノ~

題

し

ら

す

丹

波

忠

茂

朝

臣

＊

＊

＊

 

お
ほ
っ
山
む
か
し
の
跡
の
た
え
せ
ね
は
あ
ま
て
る
神
も
あ
は
れ
と
や
み
ん

ノ·~

円
勇

ち
は
や
ふ
る
神
の
み
む
ろ
の
み
し
め
な
は
く
る
人
こ
と
に
よ
を
い
の
る
哉

本
日

光

山

に

ま

う

て

〉

浄

意

＊

＊

 

な
に
事
を
松
の
あ
ら
し
も
思
ふ
ら
ん
お
り
ノ
＼
た
〉
く
沖
の
よ
り
い
た

一

二

嶋

社

に

ま

い

り

で

空

寂

＊

＊

 

く
ま
も
な
き
月
も
み
し
ま
の
山
か
せ
に
よ
を
う
き
雲
は
残
ら
さ
り
け
り

法
師

法
師

ノL

法
師

ノーL
gg 

L

三
官
庁
ノ

＊）~＊ 
教

＊
 

八
十
の
賀
し
侍
け
る
に
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三E.

＊
 

た
き
木
っ
き
て
こ
ち
と
せ
に
も
成
ぬ
れ
は
空
も
煙
と
か
す
む
春
哉
＊
 

左
京
権
大
夫
信
実
朝
臣

＊
 

か
す
む
夜
も
木
の
は
か
く
れ
に
に
た
る
技
連
の
み
山
の
春
の
よ
の
影
＊
 
権
中
将
光
成
朝
臣

わ
し
の
山
つ
ね
に
す
み
け
る
か
け
な
れ
は
か
は
ら
す
み
ゆ
る
春
の
よ
の
片

左
近
中
将
為
教

ノl
ノ~

＊
 

た
え
す
す
む
面
影
み
せ
て
二
月
や
お
な
し
昔
の
も
ち
月
の
空

ノ＇＇－
プu

＊

藻

壁

門

院

但

馬

＊

＊

 

行
道
を
お
し
ふ
る
法
の
な
く
は
こ
そ
ひ
み
つ
の
河
の
な
み
に
さ
は
か
め

普

往

生

観

の

心

を

権

律

師

頼

観

ゆ
き
や
す
き
道
と
し
り
ぬ
る
心
こ
そ
や
か
で
う
き
世
の
外
に
す
み
け
れ

一九（）



一
九
一
＊
因
一
解
悟
l
肉
解
悟
（
月
下
荒
群
）

〉
る
（
彰
天
）

＊
つ
け
た
る

l
つ
け

一一一空＊心

l
心
を
（
神
学
荒
彰
天
群
）
、
＊
《
合
点
》
ナ
シ
（
天
）

通
イ

一
主
一
＊
流
通
流
道
（
学
）
、
流
道
（
荒
）

（神）

＊
お
な
し
ー
を
な
し

一
九
四
＊
《
合
点
》
｜
ナ
シ
（
天
）

天）

＊
を
し
へ
｜
お
し
へ
（
学
荒
彰

ゴu
ヨミ

＊ 

下
口
口口

下
ロ口
口口口u
f目、、
~ 
寸ニ・
、~、

＊ 

す
み

't 
Eりる

＊
猶
な
を
（
天
）
、

ー
つ
み
け
る
（
彰
）

Ju 
P『

＊ 

三三 ! 
主惟
思愚
’惟

子

回

d惟
彰
天
群

＊
た
え
た
へ

少

一
二
九
七
＊
日
想
観
日
想
（
天
）
、
＊
権
僧
都
l
権
o

僧
都
（
彰
）
、

権
少
僧
都
（
天
）
、
＊
明
聡
明
愉
（
学
彰
天
）
、
明
輸

か
イ

（
荒
）
、
明
愉
（
群
）
、
＊
む
す
ふ
む
す
ふ
（
学
）
、
向
ふ

（
彰
天
群
）

ゴu
ju  

＊ 

止
観

点長
彰

四
。
。
＊
浄
明
ー
ー
小
川
悶
（
伸
）

＊
 
ド
し
へ
を
く
露
の
か
こ
と
を
た
よ
り
に
て
ひ
と
つ
草
葉
に
や
と
る
月
か
け

＊
 
下
品
下
生
の
心
を

＊

＊

る

み
ち
も
な
く
忘
れ
は
で
た
る
古
郷
を
月
は
尋
て
猶
そ
す
み
け
り

＊
 

入
於
深
山
愚
惟
仏
道

水

ふ
み
な
れ
し
う
き
ょ
の
あ
と
は
た
え
は
て
』
道
な
き
山
に
道
を
た
つ
ね
ん
＊

＊

 

M
H
想

観

権

僧

都

明

轍

プL

＊
 
国
一
解
悟
百
千
円
の
心
を

＊
 

作
一
の
春
を
つ
け
た
る
一
二
三
に
さ
と
ノ
ひ
ら
く
る
花
の
い
ろ
ノ
＼

＊
 

光
明
宝
林
演
説
妙
法
の
心

プし

士ー利
の
間
よ
り
も
り
く
る
月
も
松
風
も
心
す
〉
む
る
タ
く
れ
の
空

＊
 

者
闇
流
通
の
心
を

み
山
に
も
が
な
し
に
ほ
ひ
に
咲
に
け
り
官
こ
の
花
の
色
も
か
は
ら
て

在
々
諸
仏
土
常
与
師
倶
生
の
心
を

ゴ1」
づ

一
九
四

一
九
五一九六

ブu
寸二工

山
の
は
の
入
日
に
が
す
ふ
夕
暮
は
た
の
む
ひ
か
り
の
さ
す
か
と
そ
み
る

空

花

の

鳴

を

証

観

い
か
な
れ
は
花
と
は
み
け
ん
し
ら
雲
の
み
ね
に
わ
か
る
〉
色
そ
む
な
し
き

＊
 
止
観
第
六
巻
に
、
初
果
猶
未
断
の
心
を
L

三

百

四

円

暁
は
ほ
の
か
に
残
る
と
も
し
火
の
き
え
な
む
と
て
や
ひ
か
り
そ
ふ
ら
ん

ψ
中

日
光
山
に
て
、
又
如
浄
明
鏡
悉
見
諸
色
像
の
心
を

去
な
き
お
な
し
鏡
に
み
る
人
の
お
も
ひ
ノ
＼
の
か
け
そ
か
は
れ
る

我
宿
何
罪
生
比
悪
子
の
心
を

プU
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四
（
）
（
）
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回
。
一
一
＊
交
口
お
じ

l
ナ
ン
（
彰
天
）

』
（
天
）

キ
あ
ら
は
る
、
1

あ
ら
わ
る

問
。
五
本
た
い
｜
た
ひ
（
天
）
、
土
打

l
い
る
（
神
学
荒
彰
天
群
）

問
。
一
工
見
弘
上
人

l
凡
仏
上
人
（
神
学
荒
彰
天
群
）
、
＊
法
華
経

う
け
｜
法
華
経
申
－
つ
け
（
学
荒
群
）
、
＊
よ
り
て
ー
よ
り

つ
〉
（
神
）
、
＊
《
合
点
》
｜
ナ
シ
（
天
）

円
。
七
・
三
人
口
点
）
一
j

シ
（
天
）

四
口
八
＊
藤
原
時
朝

t
等
身
の

l
〔
行
間
小
字
里
補
）
（
神
）
、

る
1
1り
（
天
）

四
口
九
＊
仏
に
v

：
仏
に
も
（
彰
）

＊
キ
ノ

巨主ヨ

Cコ

今
さ
ら
に
み
ぬ
さ
き
の
世
の
つ
ら
き
哉
さ
ら
す
は
か
〉
る
物
は
思
は
し

説
是
語
時
無
量
寿
仏
住
立
空
中
の
心
を

＊
 

ψ
千

時
お
か
た
ら
ひ
い
つ
る
雲
間
よ
り
か
け
あ
ら
は
る
〉
有
明
の
月

六

道

輪

廻

の

心

を

仏

也

法

師

浮
世
に
は
い
ま
い
く
た
ひ
か
む
ま
る
へ
き
こ
れ
を
か
き
り
の
わ
か
身
と
も
哉

人
命
不
停
過
於
山
水

山
川
の
な
か
れ
て
は
や
き
水
よ
り
も
と
ま
ら
ぬ
物
は
命
成
け
り

＊
 
た

い

し

ら

す

平

忠

や
小

さ
と
り
行
ま
こ
と
の
道
は
ひ
と
つ
に
で
ま
と
ふ
に
お
ほ
き
法
の
門
哉

・

平

＊

ψ
小

松
嶋
の
見
弘
上
人
に
法
華
経
う
け
侍
て
、
此
縁
に
よ
り
て
後
生
に
か

な
ら
す
あ
ひ
た
て
ま
つ
ら
ん
と
て
か
へ
り
侍
け
る
に
、
か
の
上
人
の
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き
夜
の
や
み
に
も
ま
と
ふ
身
な
り
と
も
ね
ふ
り
さ
め
な
は
君
を
た
つ
ね
ん
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事
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法

師
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ネ
や
み
ち
に
は
ま
と
ひ
も
は
て
し
有
明
の
川
ま
つ
嶋
の
人
を
頼
み
て

＊
 
藤
川
即
時
朝
あ
ま
た
つ
く
り
す
た
て
ま
つ
り
た
る
等
身
の
泥
仏
を
お
か
み

奉

り

て

浄

意
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官
か
身
に
ひ
と
し
と
問
し
仏
に
そ
心
の
た
け
も
あ
ら
は
れ
に
け
る
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法
師

四
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ブュ、、
a
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、
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J
J
E
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自
己
九

心
よ
り
心
を
つ
く
る
仏
に
て
我
身
の
た
け
を
し
ら
れ
ぬ
る
か
な

鹿
嶋
社
に
て
店
本
一
切
経
供
養
し
特
け
る
時
、
日
こ
ろ
は
あ
め
や
ま



四
一
口
＊
権
僧
正
隆
弁

i
権
僧
正
隆
弁
（
群
）

（天）

＊
《
合
点
》
｜
ナ
シ

時
制

空
一
＊
藤
原
時
朝
｜
藤
原
明
朝
〔
本
行
「
朝
L

ハ
ナ
「
都
L

ト
モ
判

〉、下、

読
可
］
（
彰
）
、
＊
《
合
点
》

l
ナ
シ
（
天
）

す
侍
け
る
か
け
ふ
し
も
空
L

一
三
ウ
は
れ
て
こ
と
ゆ
へ
な
く
供
養
と
け
ぬ
る

＊
 

こ

と

〉

て

、

導

師

権

僧

正

降

弁

四一。
＊
 
今
よ
り
や
心
の
や
み
も
は
れ
ぬ
ら
ん
神
代
の
月
の
か
け
を
う
つ
し
て
＊
 

返

し

藤

原

A# 
朝

巨主ヨ

＊
 
‘‘‘‘‘ ち
は
や
ふ
る
仲
代
の
月
の
あ
ら
は
れ
て
心
の
や
み
は
い
ま
そ
は
れ
ぬ
る

（
九
行
分
空
白
）
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